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未
承
認
反
乱
団
体
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
と

海
賊
行
為
と
の
関
係
（
二
）

─
─
海
賊
行
為
の
「
私
的
目
的
」
要
件
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
─
─

和
　 

仁
　 

健
　
太
　
郎

は
じ
め
に

一　

交
戦
団
体
承
認
（
以
上
、
六
五
巻
五
号
）

二　

主
要
先
例

1　

チ
リ
反
乱
：
マ
ゼ
ラ
ン
海
賊
事
件
（
一
八
五
三
年
）

2　

ハ
イ
チ
反
乱
（
一
八
六
九
年
）

3　

ス
ペ
イ
ン
反
乱
（
一
八
七
三
年
）

4　

ペ
ル
ー
反
乱
：H

uascar

号
事
件
（
一
八
七
七
年
）（
以
上
、
本
号
）

5　

キ
ュ
ー
バ
反
乱
：M

ontezum
a

号
事
件
（
一
八
七
七
年
）

6　

コ
ロ
ン
ビ
ア
反
乱
：G

am
e Cook

号
事
件
とA

m
brose Light

号
事
件
（
一
八
八
五
年
）

7　

ボ
リ
ビ
ア
共
和
国
対
イ
ン
デ
ム
ニ
テ
ィ
相
互
海
事
保
証
会
社
事
件
（
一
九
〇
九
年
）

8　

そ
の
他
の
先
例

9　

ま
と
め
と
考
察

三　

主
要
学
説
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1　

行
為
の
対
象
を
基
準
と
す
る
説

2　

行
為
の
内
容
を
基
準
と
す
る
説

お
わ
り
に二　

主
要
先
例

　

以
下
で
は
、
未
承
認
反
乱
団
体
が
海
上
で
行
っ
た
暴
力
行
為
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
主
要
先
例
を
検
討

す
る
。
そ
の
前
に
、
先
例
で
問
題
と
な
っ
た
行
為
と
、
現
在
の
海
賊
行
為
概
念
と
の
間
に
は
ズ
レ
の
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
れ
ば
、
海
賊
行
為
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、「
私
的
目
的
の
た
め
に
」
行
わ
れ
る
こ
と

の
ほ
か
に
、
私
有
の
船
舶
が
行
う
行
為
で
あ
る
こ
と
（
私
船
要
件
）、
公
海
上
で
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
（
公
海
要
件
）、
他
の
船

舶
に
対
し
て
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
（
二
船
要
件
）
が
必
要
で
あ
る
（
第
一
〇
一
条
）。「
乗
組
員
が
反
乱
を
起
こ
し
て
支
配
し
て

い
る
軍
艦
」
が
行
う
行
為
は
私
有
の
船
舶
が
行
う
行
為
と
見
な
さ
れ
る
（
第
一
〇
二
条
）（
一
八
七
七
年
のH

uascar

号
事
件
（
以
下

4
）
は
こ
れ
に
該
当
す
る
）。
ま
ず
、
以
下
で
検
討
す
る
先
例
の
中
に
は
、
あ
る
船
舶
が
「
他
の
船
舶
」
に
対
し
て
行
っ
た
行
為
で
な

い
も
の
（
二
船
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
）
が
か
な
り
あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
七
三
年
ス
ペ
イ
ン
反
乱
（
3
）
や
一
九
二
九
年
のS.S. 

Falke

号
事
件
（
8
（
3
））
は
、
船
舶
に
よ
る
暴
力
行
為
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
他
の
船
舶
で
は
な
く
、
陸
上
の
都
市

0

0

0

0

0

だ
っ
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
ま
た
、
船
舶
が
他
の
も
の
（
他
の
船
舶
や
陸
上
の
都
市
）
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
っ
て
は
お
ら
ず
、
反
乱
団
体
に
よ
る

船
舶
の
乗
っ
取
り
行
為
そ
れ
自
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
乗
客
と
し
て
搭
乗
し
て
い
た
反
乱
者
に
よ
る
乗
っ
取
り
、
ま
た
は
港
に
碇
泊
中
の
船
舶
に
対
す
る

陸
上
か
ら
の
襲
撃
と
乗
っ
取
り
）
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
主
張
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
マ
ゼ
ラ
ン
海
賊
事
件
（
1
）
やG

am
e 

Cook

号
事
件
（
6
（
1
））
は
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
（
一
八
七
三
年
ス
ペ
イ
ン
反
乱
も
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
の
主
張
は
、
陸
上
に
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対
す
る
砲
撃
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
反
乱
者
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
海
軍
の
軍
艦
の
乗
っ
取
り
そ
れ
自
体
が
海
賊

行
為
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
）。
さ
ら
に
、
他
の
船
舶
に
対
す
る
暴
力
行
為
ま
た
は
船
舶
の
乗
っ
取
り
行
為
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
を
問
題
と
せ
ず
、
反
乱
団
体
が
反
乱
の
た
め
に
使
っ
て
い
る
船
舶
─
─
そ
の
船
舶
が
例
え
ば
も
と
も
と
反
乱
団
体
の
一
員
の
所
有
す

る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
─
─
が
、
反
乱
団
体
が
反
乱
の
た
め
に
使
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
を
根
拠
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

海
賊
船
舶
だ
と
主
張
さ
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。A

m
brose Light

号
事
件
（
6
（
2
））
は
そ
の
例
で
あ
る
（
事
実
関
係
が
不
明
な
部
分
が
あ
る
が
、
ハ
イ
チ
反

乱
（
2
）
も
同
様
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
）。
次
に
、
あ
る
船
舶
が
他
の
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
っ
た
事
例
の
う
ち
、

M
ontezum

a

号
事
件
（
5
）、
ボ
リ
ビ
ア
対
イ
ン
デ
ム
ニ
テ
ィ
相
互
海
事
保
証
会
社
事
件
（
7
）
お
よ
び
ム
ー
ラ
ン
対
保
険
会
社
事
件

（
8
（
1
））
は
、
河
川
に
お
い
て
他
の
船
舶
に
対
す
る
暴
力
行
為
が
行
わ
れ
た
事
例
で
あ
り
、Crête-à-Pierrot

号
事
件
（
8

（
2
））
は
、
反
乱
当
事
国
（
ハ
イ
チ
）
の
領
海
内
で
暴
力
行
為
が
行
わ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
（
公
海
要
件
を
満
た
さ
な
い
事
例
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
問
題
に
関
す
る
主
要
先
例
の
中
に
は
、「
私
的
目
的
」
の
た
め
の
行
為
だ
っ
た
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
以
前
に
、

仮
に
現
在
の
海
賊
行
為
の
定
義
を
当
て
は
め
る
な
ら
ば
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
（
公
海
上
の
他
の
船
舶

に
対
し
て
暴
力
行
為
が
行
わ
れ
た
先
例
はH

uascar
号
事
件
（
4
）
ぐ
ら
い
し
か
な
い
）。
し
か
し
、
事
件
が
起
こ
っ
た
当
時
、
そ
れ

ら
の
点
（
他
の
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
点
や
、
公
海
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
点
）
は
特
に
問
題
と
さ
れ
て

お
ら
ず
、
反
乱
団
体
が
反
乱
遂
行
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
行
為
を
海
賊
行
為
と
見
な
せ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。「
私
的

目
的
」
要
件
以
外
の
海
賊
行
為
の
要
件
も
歴
史
的
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
要
件
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
成
立
し

た
の
か
は
研
究
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
そ
れ
ら
の
論
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
現
時
点
で
明
ら
か

に
で
き
る
こ
と
だ
け
を
述
べ
る
と
、
例
え
ば
ジ
デ
ル
（Gilbert Gidel

）
は
、
一
九
三
二
年
の
著
書
に
お
い
て
、
船
舶
の
乗
組
員
や
乗

客
が
当
該
船
舶
を
乗
っ
取
る
行
為
そ
れ
自
体
（
二
船
要
件
を
満
た
さ
な
い
行
為
）
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
い
う
見
解
を
普
通
に
述
べ
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て
い
た
し
、
ホ
ー
ル
は
、
一
八
八
〇
年
の
著
書
に
お
い
て
、「
海
洋
に
お
い
て
（upon the ocean

）」
ま
た
は
無
主
地
に
お
い
て
行
わ

れ
る
行
為
の
ほ
か
、
海
か
ら
陸
に
対
し
て
行
わ
れ
る
襲
撃
（acts of violence done. . .through descent from

 the sea

）
を
海
賊

行
為
概
念
の
中
に
含
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
二
船
要
件
や
公
海
要
件
が
成
立
し
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
検
討
す
る
先
例
（
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
も
の
）
に
お
い
て
、
他
の
船
舶
に
対
す
る
行
為

で
な
い
行
為
や
、
公
海
で
行
わ
れ
た
も
の
で
な
い
行
為
の
海
賊
行
為
該
当
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
現
在
の
海
賊
行
為
概
念
を
過
去
に
当
て
は
め
て
検
討
す
べ
き
先
例
を
選
別
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
事
件
が
起
こ
っ
た

当
時
に
海
賊
行
為
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
先
例
を
検
討
す
る
。

1
　
チ
リ
反
乱
：
マ
ゼ
ラ
ン
海
賊
事
件
（
一
八
五
三
年
）

　
（
1
）
事
実

　

一
八
五
一
年
の
後
半
、
チ
リ
の
い
く
つ
か
の
州
に
お
い
て
反
乱
が
起
こ
っ
た
（there w

as an insurrection in som
e of the do-

m
inions belonging to the States of Chili

）。
チ
リ
の
プ
ン
タ
・
ア
レ
ー
ナ
ス
（Punta A

renas

）
に
受
刑
者
収
容
施
設
（a con-

vict settlem
ent

）
が
あ
り
、
同
施
設
の
守
備
隊
（the garrison

）
は
一
六
〇
名
の
兵
士
と
四
五
〇
名
の
男
性
受
刑
者
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
た
。
守
備
隊
に
属
す
る
あ
る
将
校
が
州
知
事
に
対
す
る
反
乱
（an insurrection against the governor

）
を
起
こ
し
、

州
知
事
を
殺
害
し
た
。
こ
の
将
校
は
、
彼
に
共
謀
す
る
者
ら
と
共
に
、
英
国
船E

liza Cornish

号
と
米
国
船Florida

号
を
乗
っ
取

り
、E
liza Cornish

号
の
船
長
お
よ
び
乗
客
の
デ
ィ
ー
ン
（D

ean

）
氏
な
ら
び
にFlorida

号
の
船
内
に
い
た
同
船
の
所
有
者
を
殺

害
し
た
。

　

こ
の
事
実
を
知
っ
た
英
国
の
海
軍
将
官
ソ
レ
ー
ズ
ビ
ー
（T

horesby

）
は
、V

irago
号
を
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
に
派
遣
し
た
。V

irago

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）
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号
は
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
でE

liza Cornish

号
を
発
見
し
、
同
船
を
追
跡
し
発
砲
し
た
後
、
同
船
を
拿
捕
し
た
。V

irago

号
は
そ
の
後
、

Florida

号
を
探
し
、
別
の
港
で
こ
れ
を
発
見
し
た
。Florida

号
の
船
内
か
ら
は
、E

lia Cornish

号
か
ら
掠
奪
さ
れ
た
財
宝
が
発

見
さ
れ
た
。Florida

号
の
船
内
に
居
た
者
た
ち
は
全
員
、
チ
リ
政
府
の
当
局
に
引
き
渡
さ
れ
た
。（
な
お
、V

irago

号
がE

liza 

Cornish
号
を
拿
捕
し
た
事
実
は
判
決
文
に
書
か
れ
て
い
る
が
、Florida

号
が
拿
捕
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て

い
な
い
。）

　

V
irago

号
は
、
英
国
国
内
法
（13 &

 14 V
ict. c. 26

）
の
規
定
に
基
づ
い
て
海
賊
捕
獲
の
報
奨
金
（bounty

）
の
支
払
い
を
求
め
、

英
国
の
海
事
高
等
裁
判
所
に
訴
え
を
起
こ
し
た
。
英
国
政
府
側
の
代
理
人
とE

liza Cornish

号
の
所
有
者
は
、E

liza Cornish

号

お
よ
びFlorida

号
を
乗
っ
取
っ
た
者
た
ち
は
海
賊
で
は
な
く
、
反
乱
を
起
こ
し
た
チ
リ
政
府
の
臣
民
に
過
ぎ
な
い
（only revolted 

subjects of the Chilian governm
ent

）
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、
右
の
者
た
ち
が
同
法
に
い
う
「
海
賊
（pirates

）」
に
当
た
る

か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

　
（
2
）
判
決

　

海
事
高
等
裁
判
所
の
ル
シ
ン
ト
ン
（Lushington

）
裁
判
官
は
、
海
賊
の
概
念
に
つ
い
て
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
一
般
論
を
述
べ
た

（
判
旨
①
）。

あ
る
国
の
臣
民
が
そ
の
支
配
権
力
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
、
そ
の
支
配
権
力
に
対
し
て
様
々
な
暴
力
行
為
を
行
う
と
き
に
、
他

の
国
が
そ
う
し
た
行
為
を
海
賊
行
為
と
見
な
す
こ
と
を
適
当
と
考
え
な
い
こ
と
が
あ
る
（other nations m

ay not think fit to 

consider them
 as acts of piracy

）
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
私
は
、
本
件
に
お
い
て
こ
の
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考
え
に
従
う
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
叛
徒
ま
た
は
反
乱
者
で
あ
る
者
た
ち
が
自
国
の
支
配
権
力
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

う
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
は
、
反
乱
者
ま
た
は
叛
徒
で
も
あ
る
彼
ら
が
海
賊
に
な
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（I think it does not follow
 that, because persons w

ho are rebels or insurgents m
ay com

m
it against the rul-

ing pow
er of their ow

n country acts of violence, they m
ay not be, as w

ell as insurgents and rebels, pirates 

also

）。
彼
ら
は
、
他
の
者
た
ち
に
行
っ
た
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
海
賊
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（pirates for other acts com
m

itted to-

w
ards other persons

）。
叛
徒
ま
た
は
反
乱
者
が
他
の
国
の
臣
民
に
対
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

海
賊
行
為
を
行
い
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
そ
う
し
た
行
為
が
、
反
乱
ま
た
は
暴
動
と
何
の
関
係
も
な
い
場
合
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
特
に
そ
う
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

（It does not follow
 that 

rebels or insurgents m
ay not com

m
it piratical acts against the subjects of other states, especially if such 

acts w
ere in no degree connected w

ith the insurrection or rebellion

）。

　

こ
の
文
章
の
後
に
す
ぐ
続
け
て
、
ル
シ
ン
ト
ン
裁
判
官
は
、
主
権
国
家
で
あ
っ
て
も
海
賊
行
為
を
行
う
こ
と
は
あ
り
得
る
と
い
う
趣

旨
の
こ
と
を
述
べ
る
（
判
旨
②
）。
こ
れ
を
述
べ
る
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
（
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
主
権

国
家
で
は
な
く
反
乱
者
の
行
為
で
あ
る
）、
お
そ
ら
く
、
海
賊
行
為
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
重
要
な
基
準
は
行
為
者
の
地
位
で
は

な
く
、
行
為
の
内
容
ま
た
は
そ
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
う
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

私
の
意
見
で
は
、
独
立
国
家
で
あ
っ
て
も
海
賊
行
為
の
罪
を
犯
す
こ
と
は
あ
り
得
る
。
古
い
時
代
の
バ
ー
バ
リ
ー
海
賊
と
は
何
だ

っ
た
の
か
？
現
在
の
ア
フ
リ
カ
の
部
族
の
多
く
は
何
な
の
か
？
ア
フ
リ
カ
の
地
中
海
沿
岸
に
居
住
し
て
い
る
部
族
が
船
舶
を
出
し

て
こ
の
沿
岸
に
碇
泊
す
る
船
舶
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
だ
と
私
は
思
う
。
彼
ら
が
そ
の
生
活
の
す
べ
て
を
海
賊
行
為

（
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に
依
存
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
海
賊
で
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
？
国
家
は
海
賊
行
為
を
行
い
得
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
こ

と
を
私
は
知
っ
て
い
る
が
、
私
は
、
そ
の
よ
う
な
説
が
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
た
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
同
意
す
る
つ
も
り
は

な
い
。

　

ル
シ
ン
ト
ン
裁
判
官
は
、
本
件
の
事
実
（（
1
）
に
ま
と
め
た
通
り
）
を
述
べ
た
後
、
本
件
で
行
わ
れ
た
行
為
が
海
賊
行
為
だ
っ
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
判
旨
③
）。

こ
れ
ら
の
行
為
の
一
般
的
な
性
格
に
つ
い
て
、
私
は
い
か
な
る
疑
い
も
抱
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
が
反

乱
者
の
行
為
だ
と
い
う
区
別
を
仮
に
採
用
す
る
と
し
て
も
、
私
は
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
海
賊
行
為
だ
っ
た
と
い
う

意
見
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
。
私
の
判
断
で
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
反
乱
ま
た
は
暴
動
と
い
か
な
る
程
度
の
関
係
も
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
あ

る
い
は
、
世
界
の
他
の
ど
こ
か
の
場
所
に
行
く
と
い
う
当
事
者
の
意
図
と
も
何
の
関
係
も
な
い
、
海
賊
行
為
で
も
あ
る
（pirati-

cal acts, too, in m
y judgm

ent, in no degree w
hatsoever connected w

ith the insurrection or rebellion, or w
ith 

the intention of these parties to go to any other part of the w
orld

）。
そ
れ
ら
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
外
国
の
臣

0

0

0

0

民
を
殺
害
し

0

0

0

0

0

、
そ
の
財
産
を
無
差
別
に
掠
奪
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

理
不
尽
な
残
虐
行
為
だ
っ
た
（T

hey w
ere acts, in one sense, of w

anton 

cruelty, in the m
urder of foreign subjects, and in the indiscrim

inate plunder of their property

）。

　

最
後
に
、
ル
シ
ン
ト
ン
裁
判
官
は
、
本
件
の
襲
撃
行
為
が
公
海
上
で
は
な
く
港
内
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
海
賊

行
為
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
判
旨
④
）。

（
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）

（
58
）



論　　　説

（阪大法学）67（6-100）　1164〔2018. 3 〕

し
か
し
、
本
件
で
は
、
船
舶
は
奪
取
さ
れ
た
後
、
最
初
に
奪
取
し
た
の
と
同
じ
者
た
ち
に
よ
っ
て
航
行
さ
れ
た
。
私
は
、
海
上
に

お
け
る
こ
の
占
有
行
為
（possession

）
が
海
賊
的
な
占
有
行
為
（a piratical possession

）、
つ
ま
り
殺
人
と
掠
奪
の
継
続

（a continuation of the m
urder and robbery

）
だ
っ
た
と
考
え
る
。
船
舶
を
公
海
に
ま
で
持
ち
去
っ
た
こ
と
が
、
も
と
も

と
の
奪
取
と
は
ま
っ
た
く
独
立
し
て
海
賊
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
（the carrying aw

ay the ships on the high seas, to 

have been piratical acts, quite independently of the original seizure

）。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
ル
シ
ン
ト
ン
裁
判
官
は
、
本
件
暴
力
行
為
の
実
行
者
た
ち
が
「
海
賊
」
に
該
当
す
る
と
結
論
し
た
。

　
（
3
）
評
価

　

本
件
暴
力
行
為
は
、
そ
も
そ
も
船
舶
が
他
の
船
舶
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
公
海
上
で
行
わ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
点
は
、
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
論
点
と
ひ
と
ま
ず
関
係
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
捨
象
し
て
考
え
る
。
本
稿
で
検
討

す
べ
き
問
題
は
、「
反
乱
者
」
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
件
暴
力
行
為
が
海
賊
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
た
理
由
が
、
第

三
国
船
舶
（
英
国
船
と
米
国
船
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
暴
力
行
為
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
、「
反
乱
」
と
無
関
係
に
行
わ
れ
た
行
為
だ
っ

た
か
ら
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
「
反
乱
」
と
呼
ぶ
に
値
す
る
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
事
実
関
係
に
即
し
て
考
え
る
と
、
本
件
で
生
じ
た
「
反
乱
（insurrection

）」
は
、
既
存
政
府
の
転
覆
や
国
家
か
ら
の
分
離

独
立
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
受
刑
者
収
容
施
設
の
守
備
隊
の
一
部
が
起
こ
し
た
「
暴
動
」
と
呼
ぶ
べ
き
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

本
件
が
起
こ
っ
た
当
時
に
お
い
て
交
戦
団
体
承
認
と
い
う
概
念
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、
判
決
中
に
も
交
戦
団
体
承

認
と
い
う
言
葉
は
一
切
出
て
こ
な
い
が
、
仮
に
交
戦
団
体
承
認
の
要
件
（
本
稿
一
参
照
）
が
満
た
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
に
な

（
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）
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っ
て
い
た
と
し
て
も
、
明
ら
か
に
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
規
模
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
件
で
「
反
乱

者
」
が
行
っ
た
行
為
は
、
二
隻
の
船
舶
の
乗
っ
取
り
と
乗
組
員
ら
の
殺
害
、
お
よ
び
船
舶
か
ら
の
財
宝
の
掠
奪
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、

仮
に
戦
争
法
を
適
用
し
た
と
し
て
も
明
ら
か
に
違
法
と
な
る
よ
う
な
行
為
で
あ
っ
て
、「
反
乱
」
の
遂
行
の
た
め
に
行
わ
れ
た
行
為
と

も
到
底
言
え
な
い
。

　

次
に
、
判
決
の
理
由
づ
け
か
ら
考
え
た
場
合
、
判
旨
①
の
「
そ
う
し
た
行
為
が
、
反
乱
ま
た
は
暴
動
と
何
の
関
係
も
な
い
場
合
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

特
に
そ
う
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
や
、
判
旨
③
の
「
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
反
乱
ま
た
は
暴
動
と
い
か
な
る
程
度
の
関
係
も
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
海

賊
行
為
で
も
あ
る
」
と
い
う
部
分
を
重
視
し
て
読
め
ば
、
本
件
行
為
が
海
賊
行
為
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
「
反
乱
」
と
無
関
係
の
行

為
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
判
決
の
中
に
は
、「
彼
ら
は
、
他
の
者
た
ち
に
行
っ
た
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
海
賊
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

あ
る

0

0

。
叛
徒
ま
た
は
反
乱
者
が
他
の
国
の
臣
民
に
対
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

海
賊
行
為
を
行
い
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」（
判
旨
①
）
と
か
、

「
そ
れ
ら
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
外
国
の
臣
民
を
殺
害
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
財
産
を
無
差
別
に
掠
奪
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

理
不
尽
な
残
虐
行
為
だ
っ
た
」

（
判
旨
③
）
と
述
べ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
箇
所
を
重
視
す
れ
ば
、
第
三
国
の
船
舶
と
国
民
に
対
し
て
行
っ
た
行
為
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
海
賊
行
為
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
判
決
は
、
反
乱
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
要
素
と
、
第
三
国
船
舶
に
対
し
て
行
わ
れ
た
暴
力
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
要

素
の
両
方
を
挙
げ
て
い
る
以
上
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を
強
調
し
て
本
判
決
を
読
む
の
は
適
当
で
は
な
い
。
判
決
が
明
確
に
述
べ
て
い

る
の
は
、
反
乱
団
体
が
、
第
三
国
船
舶
に
対
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
か
つ
、
反
乱
と
無
関
係
の

0

0

0

0

0

0

0

暴
力
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
行
為
は
海
賊
行
為
と

し
て
扱
わ
れ
る
、
と
い
う
命
題
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
の
要
素
が
欠
け
た
場
合
に
海
賊
行
為
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
は
、
本
判
決
の
み
か

ら
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
な
お
、
先
行
研
究
で
は
、
反
乱
と
無
関
係
に
行
わ
れ
た
暴
力
行
為
で
あ
っ
た
点
を
重
視
し
て
本
判
決
を
読

む
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
（
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2
　
ハ
イ
チ
反
乱
（
一
八
六
九
年
）

　

ハ
イ
チ
反
乱
に
関
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ュ
米
国
国
務
長
官
の
一
八
六
九
年
九
月
一
四
日
付
け
書
簡
は
、
反
乱
団
体
の
行
為
を
海
賊
行
為
と

見
な
す
か
否
か
が
政
策
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
と
る
チ
ェ
ン
（
第
六
七
巻
第
五
号
八
三
〇
─
八
三
一
頁
参
照
）
が
出
発
点
と
す

る
重
要
文
書
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
の
ほ
か
に
は
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
が
、
合
法
政
府
が
反
乱
者
を
海
賊
と
見
な
す
よ
う
求
め
た
場
合
に
第

三
国
は
そ
の
要
求
に
従
う
義
務
を
負
わ
な
い
と
述
べ
た
後
、「
い
く
つ
か
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
国
は
、
そ
う
し
た
場
合
に
お
い
て

反
乱
者
の
船
舶
を
海
賊
と
見
な
す
義
務
を
負
う
こ
と
を
拒
否
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
に
す
る
［
海
賊
と
見
な
す
］
権
利
を
主
張
し
た
こ
と

が
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
一
例
と
し
て
こ
の
書
簡
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、
チ
ェ
ン
と
ラ
ウ
タ
ー
パ
ク
ト
以
外
の
研
究
に
お

い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
い
が
、
チ
ェ
ン
の
主
張
の
最
大
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
重
要
文
書
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
検
討
す
る
。

な
お
、
引
用
文
中
の
傍
点
な
ら
び
に
傍
線
お
よ
び
そ
の
上
の
角
括
弧
［　

］
で
囲
っ
た
数
字
は
、
す
べ
て
引
用
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
八
六
九
年
、
ハ
イ
チ
の
外
務
大
臣
は
、「［
当
時
ハ
イ
チ
政
府
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
て
い
た
ハ
イ
チ
の
］
反
乱
者
は
、
ハ
イ
チ

政
府
に
よ
っ
て
も
、
他
の
国
の
政
府
に
よ
っ
て
も
、
交
戦
権
を
有
す
る
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
て
お
ら
ず
（have not been recog-

nized by this or any other governm
ent as entitled to belligerent rights

）」、
反
乱
者
が
反
乱
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る

Q
uaker City

号
とFlorida

号
は
「
真
性
の
海
賊
（real pirates

）」
と
見
な
す
ほ
か
な
い
と
述
べ
、
各
国
政
府
に
対
し
、「
海
洋
の

安
全
」
と
「
私
有
財
産
の
保
護
」
の
た
め
の
「
十
分
か
つ
有
効
な
協
力
」
を
求
め
た
。
な
お
、
本
件
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
利
用
可
能

な
資
料
は
ム
ー
ア
の
国
際
法
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
べ
て
で
あ
り
、Q

uaker City

号
とFlorida

号
が
ど
の

よ
う
な
船
舶
だ
っ
た
の
か
（
軍
艦
か
商
船
か
、
旗
国
は
ど
の
国
か
）、
反
乱
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ら
の
船
舶
を
支
配
す
る
に
至

っ
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
船
舶
が
他
の
船
舶
に
対
し
て
暴
力
行
為
を
行
っ
た
の
か
と
い
っ
た
点
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

米
国
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
国
務
長
官
は
、
ハ
イ
チ
政
府
の
こ
の
要
求
に
対
し
米
国
政
府
と
し
て
次
の
よ
う
に
回
答
す
る
よ
う
、
駐
ハ
イ
チ

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）
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公
使
の
バ
セ
ッ
ト
（Bassett

）
に
指
示
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ま
ず
、
ハ
イ
チ
政
府
が
反
乱
者
を
海
賊
と
見
な
す
権
利
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
肯
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
我
々
は
、
ハ
イ
チ
政
府
がQ

uaker City

号
お
よ
びFlorida

号
の
将
校
お
よ
び
乗
組
員
を
海

賊
と
見
な
す
権
利
も
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
」。
ハ
イ
チ
政
府
が
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
見
な
す
か
は
、「
国
内
法
の
問

題
で
あ
っ
て
、
我
々
は
そ
れ
に
立
入
る
権
利
が
仮
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
う
す
る
理
由
を
現
に
有
し
て
は
い
な
い
（a question of 

m
unicipal law

 into w
hich w

e have no occasion, if w
e had the right, to enter

）」。

　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
続
け
て
、
米
国
政
府
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
か
を
述
べ
る
。
傍
線
部
［
2
］
は
、
チ

ェ
ン
が
自
説
の
根
拠
と
し
て
依
拠
す
る
文
章
で
あ
る
。

［
1
］
合
衆
国
は
、
そ
れ
ら
の
船
舶
が
、
我
が
国
政
府
に
よ
り
未
だ
交
戦
権
を
承
認
さ
れ
て
い
な
い
反
乱
者
（insurgents not 

yet acknow
ledged by this Governm

ent to have attained belligerent rights

）
の
武
装
船
舶
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
す
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
船
舶
ま
た
は
叛
徒
の
そ
の
他
の
機
関
が
海
戦
の
諸
特
権
（the privileges w

hich attend m
aritim

e 

w
ar

）
を
我
が
国
の
国
民
ま
た
は
そ
の
財
産
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
を
否
定
し
抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。［
2
］
我
々
は
、

我
々
の
自
由
な
選
択
に
よ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
か
つ
、
正
義
ま
た
は
政
策
が
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
ら
を
ま
っ
た
く
無
条
件
の
意
味

で
の
海
賊
と
し
て
扱
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
扱
わ
な
い
こ
と
も
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（m
ay or m

ay not, at our option, as justice or 

policy m
ay require, treat them

 as pirates in the absolute and unqualified sense

）。［
3
］
あ
る
い
は
、
我
々
は
、

現
実
に
生
じ
て
い
る
事
態
の
状
況
に
よ
り
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
（as the circum

stances of any actual case shall sug-

gest

）、
そ
し
て
事
実
が
そ
れ
を
正
当
化
す
る
場
合
に
は
（w

here facts w
arrant it

）、
窮
極
の
権
利
を
放
棄
し
て
（w

aive 

the extrem
e right

）、
実
行
者
個
人
の
実
際
の
意
図
（an actual intent on the part of the individual offender

）
が
、

（
66
）
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犯
罪
的
な
意
味
で
か
つ
私
的
な
利
得
の
た
め
に
掠
奪
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
（not to depredate in a crim

inal 

sense and for private gain

）、
戦
争
権
を
行
使
し
て
捕
獲
と
破
壞
を
行
っ
て
い
る
（to capture and destroy jure belli

）

と
承
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
（w

e m
ay. . .recognize

）。
本
件
と
の
関
係
で
は
、
合
衆
国
は
、
叛
徒
か
ら
の
委
任
ま
た
は
授
権

（any com
m

ission or authority from
 rebels

）
が
、
我
が
国
政
府
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
ま
た
は
財
産
に
対

す
る
侵
害
に
つ
い
て
の
正
当
化
や
抗
弁
と
な
る
こ
と
を
認
め
る
つ
も
り
は
な
い
（w

ill not adm
it

）
と
言
え
ば
十
分
で
あ
る
。

合
衆
国
は
、
叛
徒
の
任
務
の
下
に
あ
る
船
舶
に
よ
る
合
衆
国
船
舶
に
対
す
る
捜
索
ま
た
は
停
船
、
も
し
く
は
承
認
さ
れ
た
交
戦
団

体
の
み
が
行
使
で
き
る
い
か
な
る
行
為
も
容
認
す
る
つ
も
り
は
な
い
（w

ill not tolerate

）。

右
の
引
用
文
の
う
ち
、
傍
線
部
［
3
］
は
交
戦
団
体
承
認
を
行
う
場
合
、
傍
線
部
［
1
］
と
［
2
］
は
交
戦
団
体
承
認
を
行
わ
な
い
場

合
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
交
戦
団
体
承
認
す
る
か
否
か
が
米
国
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
問

題
で
あ
り
（
傍
線
部
［
3
］
に
お
け
る
「
承
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う
表
現
や
、「
現
実
に
生
じ
て
い
る
事
態
の
状
況
に
よ
り

必
要
で
あ
る
場
合
に
は
」
と
い
う
表
現
を
参
照
）、
さ
ら
に
、
交
戦
団
体
承
認
し
な
い
状
況
に
お
い
て
反
乱
団
体
の
船
舶
を
海
賊
と
扱

う
か
否
か
も
、
米
国
が
裁
量
に
よ
り
自
由
に
判
断
で
き
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
（
傍
線
部
［
2
］
に
お
け
る
「
我
々
の
自
由
な
選
択
に

よ
り
、
か
つ
、
正
義
ま
た
は
政
策
が
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
…
…
海
賊
と
し
て
扱
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
扱
わ
な
い
こ
と
も
で
き

る
」
と
い
う
表
現
を
参
照
）。

　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
次
に
、
米
国
の
利
益
以
外
の
も
の
を
考
慮
し
て
反
乱
団
体
の
船
舶
を
海
賊
と
扱
う
べ
き
か
ど
う
か
を
検
討
し
、

「［
4
］
我
々
は
、
ハ
イ
チ
の
利
益
の
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
た
は
通
商
の
一
般
的
安
全
の
利
益
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（in the interest of H
ayiti or of 

the general security of com
m

erce

）
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
義
務
［
反
乱
者
の
船
舶
を
海
賊
と
見
な
し
て
そ
れ
を
捕
ら
え
た
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り
攻
撃
し
た
り
す
る
義
務
］
の
存
在
を
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
は
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
反
乱
者
の
船
舶
が
「
政
治
的
目
的
（a political object

）」
以
外
の
目
的
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
実
は
存
在

し
な
い
。「
こ
の
目
的
（T

hat object

）
は
、
米
国
が
友
好
関
係
を
維
持
し
て
き
た
政
府
［
ハ
イ
チ
政
府
］
に
対
し
て
敵
対
的
な
も
の

で
は
あ
る
」
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
は
、「［
5
］［
ハ
イ
チ
］
政
府
に
委
ね
る
の
が
も
っ
と
も
礼
儀
正
し
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（m
ost 

decorous to leave it to that Governm
ent

）
こ
と
で
あ
る
と
我
々
は
考
え
る
」。

　

以
上
が
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
書
簡
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
米
国
が
と
り
得
る
選
択
肢
と
し
て
次
の
四

つ
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

①　

米
国
船
や
米
国
民
が
何
の
損
害
も
被
っ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ハ
イ
チ
政
府
の
利
益
の
た
め
に
、
ま
た
は
海
上
交
通

の
安
全
と
い
う
一
般
的
利
益
の
た
め
に
、
反
乱
者
の
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
見
な
し
、
そ
れ
を
拿
捕
・
処
罰
す
る
等
の
措
置
を
と

る
（
傍
線
部
［
4
］
で
そ
の
よ
う
な
「
義
務
」
を
否
定
し
て
い
る
が
、
米
国
が
自
発
的
に
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
否

定
し
て
い
な
い
）。

②　

米
国
船
や
米
国
民
が
何
の
損
害
も
被
っ
て
い
な
い
の
で
、
反
乱
者
の
船
舶
に
対
し
て
は
何
の
措
置
も
と
ら
な
い
（
傍
線
部

［
2
］）。

③　

米
国
船
や
米
国
民
が
何
ら
か
の
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
、
米
国
船
ま
た
は
米
国
民
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
反
乱
者
の
船

舶
を
海
賊
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
す
る
（
傍
線
部
［
2
］）。

④　

反
乱
者
に
対
し
交
戦
団
体
承
認
を
与
え
る
（
傍
線
部
［
3
］）。
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本
件
で
米
国
政
府
が
選
ん
だ
の
は
、
②
の
選
択
肢
だ
っ
た
。
書
簡
の
中
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
も
言
及
し
て
い
る
ハ
イ
チ
政
府
と
の
友
好
関

係
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
①
の
選
択
肢
が
望
ま
し
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
は
②
を
選
ん
だ
の
は
、
フ
ィ

ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
反
乱
の
処
理
は
そ
の
国
の
政
府
に
委
ね
る
の
が
「
も
っ
と
も
礼
儀
正
し
い
（m

ost decorous

）」
態
度
だ
か
ら
で

あ
る
（
傍
線
部
［
5
］）。
こ
こ
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
「
礼
儀
正
し
い
」
と
い
う
文
言
を
使
っ
て
い
る
こ
と
や
、
海
賊
と
見
な
す
か
ど
う
か

が
「
我
々
の
自
由
な
選
択
に
よ
り
」
判
断
で
き
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
判
断
が
「
正
義
ま
た
は
政
策
」
を
基

準
と
し
て
な
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
（
傍
線
部
［
2
］）
か
ら
判
断
す
る
と
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
考
え
に
お
い
て
、
①
の
態
度
を
と

る
こ
と
は
国
際
法
上
禁
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
①
と
②
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
米
国
の
政
策
判
断
の
問
題
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
チ
反
乱
者
の
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
す
る
か
否
か
は
、
米
国
政
府

が
政
策
的
判
断
に
よ
り
決
定
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
仮
に
海
賊
船
舶
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
す
る
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

利
益
と
し
て
は
、（
ⅰ
）
米
国
船
や
米
国
民
の
利
益
、（
ⅱ
）
海
上
交
通
の
安
全
と
い
う
一
般
的
利
益
、（
ⅲ
）
ハ
イ
チ
政
府
の
利
益
が

あ
り
得
る
。
政
策
と
し
て
は
、（
ⅱ
）
や
（
ⅲ
）
の
利
益
の
保
護
の
た
め
に
海
賊
船
舶
を
拿
捕
・
処
罰
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
本

件
で
は
、
そ
の
よ
う
な
政
策
は
と
ら
な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
判
断
を
す
る
根
拠
は
、
ハ
イ
チ
に
お
け
る
反
乱

の
処
理
は
ハ
イ
チ
政
府
に
委
ね
る
の
が
「
も
っ
と
も
礼
儀
正
し
い
」
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
米
国
政
府
は
、
ハ
イ
チ
反
乱
に
対
す
る

不
介
入
の
政
策
を
と
る
が
故
に
、
ハ
イ
チ
反
乱
者
の
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
不
介
入
は
、「
も
っ
と
も
礼
儀
正
し
い
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
国
際
法
上
の
不
干
渉
義
務

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
不
介
入
の
「
政
策
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

自
国
民
や
自
国
船
舶
が
被
害
を
被
ら
な
い
限
り
反
乱
団
体
の
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
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る
理
由
を
反
乱
へ
の
「
不
介
入
」
に
求
め
る
立
場
は
、
以
下
の
3
、
4
お
よ
び
6
で
検
討
す
る
先
例
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
。

3
　
ス
ペ
イ
ン
反
乱
（
一
八
七
三
年
）

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
一
八
六
八
年
九
月
、
プ
リ
ム
将
軍
（Juan Prim
 y Prats

）
と
セ
ラ
ー
ノ
将
軍
（M

arshal Serrano

）
率
い
る

反
乱
軍
が
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
て
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
打
倒
を
宣
言
し
、
女
王
イ
サ
ベ
ル
二
世
（Isabel II

）
は
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
た

（
九
月
革
命
）。
一
八
六
九
年
六
月
に
は
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
セ
ラ
ー
ノ
将
軍
が
摂
政
に
選
出
さ
れ
た
（
な
お
、
そ
の
際
、
英
国
政

府
は
ス
ペ
イ
ン
新
政
府
を
政
府
承
認
し
た
）。
新
国
王
選
び
は
難
航
し
た
が
、
一
八
七
〇
年
一
一
月
、
イ
タ
リ
ア
・
サ
ヴ
ォ
イ
ア
家
の

公
爵
ア
マ
デ
オ
（A

m
adeo

）
が
新
国
王
に
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
頃
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
、「
カ
ル
リ
ス
タ
」（
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
の
後

を
継
い
で
国
王
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
な
れ
な
か
っ
た
カ
ル
ロ
ス
（Carlos M

aría Isidro de Borbón, 1788-1855

）
を
支
持
す

る
者
た
ち
の
こ
と
）
の
武
装
蜂
起
（
一
八
七
二
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
の
一
連
の
武
装
蜂
起
は
「
第
三
次
カ
ル
リ
ス
タ
戦
争
」
と
呼

ば
れ
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
難
問
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
す
べ
を
見
い
だ
せ
な
い
ア
マ
デ
オ
は
、
一
八
七

三
年
二
月
一
一
日
、
王
位
を
放
棄
し
た
。
こ
の
突
然
の
空
位
に
直
面
し
た
議
会
は
、
同
日
、
共
和
政
の
樹
立
を
宣
言
し
た
（
第
一
共
和

政
）。
六
月
に
開
か
れ
た
憲
法
制
定
議
会
で
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
ピ
・
イ
・
マ
ル
ガ
イ
（Francisco Pi y M

argall

）
は
、
一
連
の

緊
急
改
革
措
置
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
上
か
ら
の
連
邦
制
の
試
み
に
対
し
、
ス
ペ
イ
ン
各
地
で
「
カ
ン
ト
ナ
リ
ス
タ
運
動
」（
各
地

に
ス
イ
ス
の
カ
ン
ト
ン
（
州
）
の
名
を
と
っ
て
大
幅
な
権
限
を
も
っ
た
カ
ン
ト
ン
（
自
治
区
）
を
結
成
し
、
こ
う
し
た
自
治
区
の
集
合

に
よ
っ
て
理
想
的
連
邦
国
家
の
樹
立
を
目
指
す
、
下
か
ら
の
連
邦
制
構
築
の
試
み
）
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
全
土
が

「
事
実
上
の
無
政
府
状
態
（practically in a state of anarchy

）」
に
陥
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ォ
（Charles Calvo

）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
に
は
三
つ
の
事
実
上
の
政
府
（trois gouvernem

ents de fait

）、
す
な
わ
ち
、
①
マ
ド
リ
ッ
ド
の

（
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共
和
政
政
府
（le gouvernem

ent républicain central de M
adrid

）、
②
カ
ン
ト
ナ
リ
ス
タ
の
政
府
（le gouvernem

ent de la 

confédération ou cantonaliste

）、
③
カ
ル
リ
ス
タ
の
政
府
（le gouvernem

ent carliste

）
の
三
つ
が
存
在
し
た
。
こ
の
う
ち
、

②
が
起
こ
し
た
武
装
蜂
起
を
「
カ
ン
ト
ナ
リ
ス
タ
蜂
起
」（Rebellión Cantonal, 

一
八
七
三
年
七
月
〜
翌
年
一
月
）
と
い
う
。
な
お
、

英
国
が
マ
ド
リ
ッ
ド
の
中
央
政
府
を
政
府
承
認
し
た
の
は
一
八
七
四
年
八
月
一
一
日
の
こ
と
で
あ
り
、
以
下
で
検
討
す
る
文
書
で
は
、

①
に
つ
い
て
「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
事
実
上
の
政
府
（the de facto Governm

ent at M
adrid

）」
と
か
「
ス
ペ
イ
ン
の
事
実
上
の
政
府

（the de facto Governm
ent of Spain

）」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
ル
タ
ヘ
ナ
な
ど
を
支
配
す
る
カ
ン
ト
ナ
リ
ス
タ
の
政
府
は
か
な
り
の
陸
軍
力
・
海
軍
力
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
使
用
す
る
軍
艦

（
カ
ン
ト
ナ
リ
ス
タ
が
乗
っ
取
っ
た
ス
ペ
イ
ン
海
軍
の
軍
艦
）
を
海
賊
船
舶
と
し
て
扱
え
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
マ
ド
リ
ッ

ド
の
中
央
政
府
は
、
一
八
七
三
年
七
月
二
〇
日
に
布
告
を
発
し
、「
フ
リ
ー
ゲ
ー
ト
艦A

lm
ansa

号
、V

ittoria

号
お
よ
びM

endez 

N
unz

号
の
乗
組
員
、
蒸
気
船Fernando et Catolico

号
の
乗
組
員
、
な
ら
び
に
カ
ル
タ
ヘ
ナ
艦
隊
か
ら
反
乱
を
起
こ
し
た
そ
の
他

の
軍
艦
の
乗
組
員
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
領
海
お
よ
び
そ
の
外
で
ス
ペ
イ
ン
海
軍
ま
た
は
外
国
海
軍
に
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
海
賊
と
見
な

さ
れ
る
だ
ろ
う
（w

ill be considered as pirates
）」
と
宣
言
し
た
（
第
一
条
）。
布
告
の
第
二
条
は
、「
ス
ペ
イ
ン
と
友
好
関
係
に

あ
る
諸
国
の
軍
艦
の
指
揮
官
は
、
第
一
条
に
言
及
さ
れ
た
船
舶
を
拿
捕
し
、
そ
の
乗
組
員
を
海
賊
と
し
て
訴
追
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ

る
（are authorized to detain the vessels m

entioned in A
rticle 1, and to try their crew

s as pirates

）」
と
規
定
し
て

い
た
。

　

マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
の
布
告
に
よ
っ
て
海
賊
船
舶
で
あ
る
と
さ
れ
た
軍
艦
の
う
ち
、
フ
リ
ー
ゲ
ー
ト
艦A

lm
anza

号
と
装
甲
艦V

it-

toria

号
が
英
海
軍
のSw

iftsure

号
お
よ
び
ド
イ
ツ
海
軍
のFrederick Carl
号
に
よ
っ
て
拿
捕
・
抑
留
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
月
二
八
日
に
カ
ル
タ
ヘ
ナ
港
を
出
港
し
たA

lm
anza

号
とV

ittoria

号
は
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
の
南
西
に

（
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あ
る
ア
ル
メ
リ
ア
（A

lm
eria

）
に
向
か
い
、
取
立
金
を
得
る
目
的
で
ア
ル
メ
リ
ア
市
に
対
す
る
砲
撃
を
行
っ
た
が
、
ア
ル
メ
リ
ア
側

の
抵
抗
に
あ
っ
て
取
立
金
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
砲
撃
に
先
立
っ
て
通
告
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ル
メ
リ
ア
市
内
の

外
国
人
は
砲
撃
前
に
退
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。A
lm

anza

号
とV

ittoria

号
は
、
次
に
ア
ル
メ
リ
ア
の
西
に

あ
る
モ
ト
リ
ル
（M

otril

）
に
向
か
い
、
砲
撃
の
脅
迫
の
下
に
一
六
、
〇
〇
〇
ド
ル
の
取
立
金
を
得
た
。
そ
の
後
、A

lm
anza

号
と

V
ittoria

号
は
モ
リ
ト
ル
の
西
に
あ
る
マ
ラ
ガ
（M

alaga

）
に
向
か
っ
た
。
マ
ラ
ガ
港
の
沖
合
に
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
装
甲
艦Fried-

rich Carl

号
お
よ
び
英
海
軍
のSw

iftsure

号
が
碇
泊
し
て
い
た
。A

lm
anza

号
とV

ittoria

号
が
ア
ル
メ
リ
ア
と
モ
ト
リ
ル
で
行

っ
た
行
動
を
知
っ
たFriedrich Carl

号
とSw

iftsure

号
の
艦
長
は
、
協
議
の
上
、A

lm
anza

号
とV

ittoria

号
が
再
び
同
様
の
行

動
を
行
う
の
を
阻
止
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
船
舶
を
拿
捕
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
八
月
三
日
、Friedrich Carl

号
とSw

iftsure

号
は
マ
ラ
ガ
の
沖
合
でA

lm
anza

号
とV
ittoria

号
を
発
見
し
た
。
四
日
朝
、A

lm
anza

号
とV

ittoria

号
は
、
抵
抗
す
る
こ
と
な

くFriedrich Carl

号
とSw

iftsure
号
に
投
降
し
た
。A

lm
anza

号
とV

ittoria

号
は
英
海
軍
に
よ
っ
て
抑
留
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、

そ
れ
ら
二
隻
の
船
舶
は
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
に
引
き
渡
し
、
乗
組
員
は
解
放
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
船
舶
の
引
渡
し
は
、
九
月
二
六

日
に
行
わ
れ
た
。

　
（
1
）
英
国
政
府
の
立
場

　

英
国
の
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
（Granville

）
外
相
は
、
一
八
七
三
年
七
月
二
四
日
、
外
務
省
の
ハ
モ
ン
ド
（H

am
m

ond

）
を
通
じ
て
、

本
件
に
関
す
る
英
国
政
府
の
基
本
的
立
場
を
同
国
の
海
軍
大
臣
に
伝
達
し
た
。

そ
れ
ら
の
船
舶
［
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
が
布
告
に
よ
っ
て
海
賊
と
宣
言
し
た
船
舶
］
が
英
国
臣
民
ま
た
は
英
国
の
利
益
に
影
響
を
及

（
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ぼ
す
海
賊
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
海
賊
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（if such vessels com

m
it any acts 

of piracy affecting British subjects or British interests, they should be treated as pirates

）。
ス
ペ
イ
ン
政
府
の

布
告
が
、
彼
ら
か
ら
旗
の
保
護
を
奪
っ
た
か
ら
で
あ
る
（the D

ecree of the Spanish Governm
ent having deprived 

them
 of the protection of their flag

）。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
船
舶
が
そ
う
し
た
行
為
を
行
わ
な
い
限
り
、
そ
れ
に
干
渉
す

べ
き
で
は
な
い
（should not be interfered w

ith

）。

　

英
国
外
務
省
は
、
八
月
一
一
日
、
別
の
指
示
を
海
軍
省
に
与
え
た
。

1 

英
国
人
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
の
た
め
を
除
い
て
干
渉
し
な
い
こ
と
（N

ot to interfere excepting for the protec-

tion of British life and property
）。
た
だ
し
、
ス
ペ
イ
ン
沿
岸
に
イ
タ
リ
ア
の
軍
艦
が
お
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
政
府
か
ら
の
熱

心
な
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
英
海
軍
の
艦
船
は
、
必
要
な
場
合
に
は
同
様
の
保
護
を
イ
タ
リ
ア
臣
民
に
も
与
え
る
権
限
を
与
え
ら

れ
た
（had been authorized to extend sim

ilar protection to Italian subjects in case of need

）。
た
だ
し
、［
そ
れ

ら
の
保
護
措
置
は
、］
ス
ペ
イ
ン
の
事
実
上
の
政
府
［
マ
ド
リ
ッ
ド
の
中
央
政
府
］
の
権
威
の
下
で
行
動
し
な
い
者
た
ち
に
対
し

て
の
み
（only against persons not acting under the authority of the de facto Governm

ent of Spain

）
行
使
す
る

こ
と
。

2 

そ
う
し
た
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
。

3 

上
記
の
目
的
の
た
め
に
船
舶
を
拿
捕
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
避
け
る
こ
と
。
そ
う
し
た
場
合
に
お
い

て
、［
拿
捕
し
た
船
舶
］
の
上
に
居
る
者
は
解
放
し
（set the persons in them

 free

）、
船
舶
は
、
公
式
の
承
認
を
与
え
る
こ

（
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と
な
く
（w

ithout official recognition

）
ス
ペ
イ
ン
の
事
実
上
の
政
府
に
引
き
渡
す
こ
と
。

　

英
軍
艦Sw

iftsure

号
がA

lm
anza

号
とV

ittoria

号
を
拿
捕
・
抑
留
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
外
務
省
と
海
軍
省
と
の
間

で
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
、
海
軍
省
に
よ
れ
ば
、A

lm
anza

号
とV

ittoria

号
が
ア
ル
メ
リ
ア
と
モ
ト
リ
ル
で

行
っ
た
行
為
は
、
同
地
に
居
住
す
る
英
国
臣
民
の
財
産
に
も
損
害
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
七
月
二
四
日
の
電
信
（
前
掲
注
（
79
）
参

照
）
で
述
べ
ら
れ
た
、
英
国
臣
民
ま
た
は
英
国
の
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
海
賊
行
為
」
に
該
当
す
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
外
務

省
は
、
本
件
に
お
い
て
英
軍
艦Sw

iftsure

号
が
と
っ
た
行
動
は
、
七
月
二
四
日
と
八
月
一
一
日
の
指
示
（
前
掲
注
（
80
）
参
照
）
に

お
い
て
示
さ
れ
た
英
国
の
「
政
策
（policy

）」
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
遺
憾
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
は
、

本
国
か
ら
距
離
が
離
れ
た
場
所
で
通
信
に
も
困
難
が
あ
る
場
所
に
お
い
て
命
令
が
十
分
に
伝
達
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
非
難
は
し
な
い
と
の
見
解
を
海
軍
省
に
伝
え
た
。
つ
ま
り
、A

lm
anza

号
とV

ittoria

号
が
行
っ
た
行
為
は
海
賊
行
為

に
該
当
し
な
い
と
い
う
の
が
英
国
外
務
省
の
見
解
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
通
り
、A

lm
anza

号
とV

ittoria

号
は
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府

に
引
き
渡
さ
れ
、
乗
組
員
で
あ
る
反
乱
者
は
解
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
英
国
外
務
省
に
よ
れ
ば
、
乗
組
員
を
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府

に
引
き
渡
す
こ
と
も
彼
ら
を
抑
留
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、
二
隻
の
船
舶
の
引
渡
し
を
拒
否
す
る
こ
と
も
、「
女
王
陛
下
の
政
府
が
準
拠

し
て
行
動
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
不
介
入
の
規
則
と
両
立
し
な
い
（inconsistent w

ith the rule of non-interference 

w
hich H

er M
ajestyʼs Governm

ent are determ
ined to act on

）」
か
ら
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
隻
の
船
舶
に
乗
り
込
ん
で

い
た
反
乱
者
を
抑
留
し
て
も
、
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
に
引
き
渡
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
反
乱
者
は
そ
れ
以
降
反
乱
に
従
事
で
き
な
い
こ
と
に

な
る
。
そ
う
す
る
こ
と
は
、
こ
の
反
乱
に
お
い
て
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
の
味
方
を
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、「
不
介
入
」
の
立
場
に
反

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
は
、
二
隻
の
船
舶
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
船
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舶
を
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
に
引
き
渡
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
が
も
と
も
と
ス
ペ
イ
ン
海
軍
に
所
属
す
る
軍
艦
で
あ
っ
た
た
め
原

状
に
復
す
の
が
適
当
と
考
え
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
（
2
）
ド
イ
ツ
政
府
の
立
場

　

ド
イ
ツ
政
府
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
（M

ünster

）
駐
英
公
使
を
通
じ
て
、
本
件
に
関
す
る
同
政
府
の
基
本
的
立
場
を
英
国
外
務
省
に

伝
達
し
た
（
一
八
七
三
年
八
月
九
日
）。
な
お
、
こ
の
文
書
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
軍
艦Friedrich Carl

号
がA

lm
anza

号
と

V
ittoria

号
を
拿
捕
・
抑
留
し
た
件
（
八
月
四
日
）
に
つ
い
て
は
何
の
言
及
も
な
い
。

　
　

こ
の
問
題
に
関
し
て
我
が
国
が
基
礎
と
す
る
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

1 

原
則
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
内
的
な
闘
争
へ
の
不
介
入
（non-interference in the internal Spanish struggle

）。

2 

軍
事
行
動
は
、
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
人
の
生
命
と
財
産
の
保
護
の
た
め
に
限
定
す
る
こ
と
。

3 

ド
イ
ツ
人
の
生
命
お
よ
び
安
全
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
、［
ド
イ
ツ
海
軍
の
］
艦
船
は
、
街
の
砲
撃
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

（T
he ships can prevent the bom

bardm
ent of tow

ns until such tim
e as the life and property of Germ

ans are 

in safety

）。

4 

海
軍
の
指
揮
官
は
、
駐
マ
ド
リ
ッ
ド
の
使
節
団
と
の
了
解
に
も
と
づ
き
、
ま
た
は
そ
の
指
示
に
従
い
行
動
す
べ
し
。
な
お
、

私
は
、
英
国
政
府
が
ド
イ
ツ
政
府
に
同
意
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
［
両
国
間
で
］
正
式
の
合
意
に
達
す
る
よ
う
我
が

政
府
か
ら
指
示
を
受
け
て
い
る
。
（
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（
3
）
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
立
場

　

本
件
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
立
場
は
、
同
国
外
相
が
駐
ス
ペ
イ
ン
大
使
お
よ
び
領
事
に
宛
て
た
一
八
七
三
年
八
月
四
日
の
回
状

の
中
で
示
さ
れ
た
。

我
が
国
の
指
揮
官
は
、
そ
の
艦
隊
が
ス
ペ
イ
ン
領
海
内
に
あ
る
場
合
で
も
公
海
上
に
あ
る
場
合
で
も
、［
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
］
反

乱
者
の
船
舶
に
対
し
て
布
告
し
た
強
制
措
置
に
協
力
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
我
が
国
の
法
に
よ
れ
ば
、
船
舶
書

類
の
不
正
規
は
、
一
定
の
場
合
に
お
い
て
船
舶
を
海
賊
と
し
て
扱
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

反
乱
団
体
（une autorité insurrectionnelle

）
の
場
合
に
は
妥
当
し
な
い
。
特
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
場
合
の
よ
う
な
完
全
な
内

戦
の
状
態
に
あ
る
（en pleine guerre civile

）
国
の
場
合
に
は
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
我
が
国
の
指
揮
官
は
、
反
乱
者
の
船

舶
と
、
マ
ド
リ
ッ
ド
に
本
拠
を
置
く
当
局
の
名
に
お
い
て
行
動
す
る
海
軍
と
の
間
へ
の
い
か
な
る
干
渉
も
差
し
控
え
る
よ
う
求
め

ら
れ
る
（été invités à sʼabstenir de toute intervention

）。
こ
の
態
度
は
、
あ
な
た
方
［
フ
ラ
ン
ス
の
駐
ス
ペ
イ
ン
大
使

お
よ
び
領
事
］
が
と
る
べ
き
態
度
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
私
は
あ
な
た
方
に
対
し
て
絶
対
的
な
態
度
の
指
針
を
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
我
々
は
、
二
当
事
者
の
間
の
闘
い
に
参
加
し
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。
同
様
に
、

我
々
は
、
反
乱
者
の
船
舶
ま
た
は
反
乱
者
が
使
用
す
る
船
舶
が
ス
ペ
イ
ン
の
領
域
ま
た
は
領
水
に
お
い
て
行
う
こ
と
の
あ
る
行
為

に
対
す
る
い
か
な
る
干
渉
（im

m
ixtion

）
も
差
し
控
え
る
こ
と
を
望
む
。
し
か
し
、
我
が
国
民
の
生
命
ま
た
は
財
産
が
多
か
れ

少
な
か
れ
脅
か
さ
れ
る
状
況
は
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
あ
な
た
方
が
そ
の
職
務
に
基
づ
き
も
っ
て
い

る
保
護
権
（droit de protection

）
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
あ
な
た
方
の
態
度
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
（
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（
4
）
評
価

　

本
件
に
お
い
て
、
英
国
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
各
政
府
は
、
自
国
民
や
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い
限
り
ス
ペ
イ
ン
の
反

乱
団
体
が
使
用
す
る
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
立
場
を
と
る
理
由

は
、
い
ず
れ
の
国
の
見
解
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
国
が
ス
ペ
イ
ン
の
国
内
問
題
に
「
不
介
入
」
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
求
め

ら
れ
た
（
英
国
政
府
の
立
場
は
「
英
国
人
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
の
た
め
を
除
い
て
干
渉
し
な
い
」
こ
と
、
あ
る
い
は
「
女
王
陛

下
の
政
府
が
準
拠
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
不
介
入
の
規
則
」、
ド
イ
ツ
政
府
の
対
場
は
「
ス
ペ
イ
ン
の
国
内
的
な
闘
争

へ
の
不
介
入
」、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
立
場
は
ス
ペ
イ
ン
反
乱
団
体
の
行
為
に
対
す
る
「
い
か
な
る
干
渉
も
差
し
控
え
る
」
こ
と
で
あ
っ

た
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
不
介
入
」
が
国
際
法
上
の
不
干
渉
義
務
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
不
介
入
の
政
策
に
過
ぎ
な
い
の
か
は
、

い
ず
れ
の
国
の
見
解
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

他
方
、
英
国
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
は
、
い
ず
れ
も
、
自
国
民
や
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
自
国
民
や
自
国
船

舶
保
護
の
た
め
に
強
制
的
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
措
置
の
根
拠
と
し
て
、
海
賊
船
舶
に
対
す
る
管
轄

権
を
挙
げ
た
の
は
、
英
国
政
府
の
四
月
二
二
日
の
電
信
だ
け
で
あ
る
（「
英
国
臣
民
ま
た
は
英
国
の
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
海
賊
行
為

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
海
賊
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」）。
こ
の
電
信
に
お
い
て
、
反
乱
団
体
の
船
舶
を
海
賊
船
舶
と

し
て
扱
え
る
根
拠
は
、
旗
国
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
が
布
告
に
よ
っ
て
「
彼
ら
か
ら
旗
の
保
護
を
奪
っ
た
」（
つ
ま
り
旗
国
で
あ
る
ス
ペ
イ

ン
が
そ
れ
ら
の
船
舶
に
対
す
る
排
他
的
管
轄
権
を
放
棄
し
た
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
他
方
、
右
で
検
討
し
た
そ
の
他
の
文
書
で
は
、

海
賊
行
為
に
対
す
る
管
轄
権
は
援
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
国
民
や
自
国
船
舶
の
「
保
護
」
の
た
め
の
措
置
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た

（
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
、「
保
護
権
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
）。
自
国
民
・
自
国
船
舶
保
護
の
た
め
の
こ
う

し
た
措
置
が
、
や
は
り
海
賊
船
舶
に
対
す
る
管
轄
権
の
行
使
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ベ
ア
ー
ド
米
国
務
長
官
が
い
う
「
盗
ま
れ
た
財
産

（
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の
奪
還
の
権
利
」（
後
述
、
6
（
1
）（
ｃ
）
参
照
）
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
者
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分

に
あ
り
得
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
国
民
・
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
た
場
合
に
と
る
措
置
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
残
る
も
の
の
、
本

件
で
は
、
自
国
民
・
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
な
い
限
り
反
乱
団
体
の
船
舶
を
海
賊
船
舶
と
し
て
拿
捕
・
処
罰
し
な
い
理
由
が
、
ス
ペ

イ
ン
反
乱
へ
の
「
不
介
入
」
に
求
め
ら
れ
た
。
同
様
の
立
場
は
、
次
に
検
討
す
るH

uascar

号
事
件
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
。

4
　
ペ
ル
ー
反
乱
：H

uascar
号
事
件
（
一
八
七
七
年
）

　

一
八
七
七
年
五
月
六
日
、
ペ
ル
ー
の
カ
ヤ
オ
湾
（the Bay of Callao

）
に
碇
泊
し
て
い
た
ペ
ル
ー
の
装
甲
艦H

uascar

号
の
何
名

か
の
士
官
・
乗
組
員
が
暴
動
を
起
こ
し
（
そ
の
時
、
艦
長
は
艦
を
降
り
て
陸
上
に
い
た
）、
当
時
ペ
ル
ー
に
お
い
て
生
じ
て
い
た
反
乱

の
指
導
者
ド
ン
・
ニ
コ
ラ
ス
・
ピ
エ
ロ
ラ
を
支
持
し
て
行
動
す
る
旨
を
宣
言
し
た
（
“the crew

 of the Peruvian m
onitor 

ʻH
uascarʼ, anchored in the Bay of Callao, revolted and declared in favor of D

on N
icolas Piérola

”）。H
uascar

号
は
そ

の
後
、
カ
ヤ
オ
湾
に
碇
泊
し
て
い
た
そ
の
他
の
軍
艦
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
湾
の
外
の
海
上
に
出
た
。
ペ
ル
ー
政
府
は
五

月
八
日
に
布
告
を
発
し
、「［
ペ
ル
ー
］
共
和
国
は
、
反
乱
者
た
ち
（rebels

）
の
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の

も
の
で
あ
れ
、
責
任
を
負
わ
な
い
」
こ
と
（
第
二
条
）、「
政
府
は
、H

uascar

号
を
拿
捕
す
る
こ
と
を
授
権
し
（authorizes the 

capture of the 

“Huascar

”）、
小
艦
隊
を
構
成
す
る
艦
船
の
乗
組
員
に
属
し
な
い
す
べ
て
の
者
で
［H

uascar

号
］
を
［
ペ
ル
ー
］

政
府
の
支
配
の
下
に
戻
し
た
も
の
、
ま
た
は
そ
れ
に
寄
与
し
た
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
適
切
に
報
奨
金
を
支
払
う
（recom

pense 

properly

）」
こ
と
（
第
三
条
）
を
宣
言
し
た
。
な
お
、
こ
の
布
告
に
お
い
て
、
ペ
ル
ー
政
府
がH

uascar

号
の
行
う
行
為
に
つ
い
て

責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
、
お
よ
びH

uascar

号
の
拿
捕
を
授
権
す
る
と
い
う
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、H

uascar

号
が
海
賊
船

（
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舶
で
あ
る
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
H

uascar

号
は
、
海
上
で
英
国
船
四
隻
に
対
し
て
次
の
行
為
を
行
っ
た
。（
ⅰ
）
ま
ず
、
太
平
洋
蒸
気
航
行
会
社
（the Pacific 

Steam
 N

avigation Com
pany

）
の
英
国
船Santa R

osa

号
は
、
同
船
の
船
長
ら
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
七
年
五
月
一
〇
日
の

午
後
四
時
、
ペ
ル
ー
の
モ
エ
ン
ド
（M

ollendo

）
に
碇
泊
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
北
の
方
か
らH

uascar

号
が
や
っ
て
来
て
ボ
ー
ト
を

降
ろ
し
、
二
名
の
士
官
がSanta R

osa

号
に
乗
船
し
て
き
た
。
士
官
は
郵
便
物
の
中
に
あ
る
ペ
ル
ー
政
府
の
公
文
書
を
引
き
渡
す
よ

う
求
め
た
が
、Santa R

osa

号
の
船
長
が
そ
れ
を
拒
否
す
る
と
、
士
官
は
「
そ
れ
を
無
理
や
り
強
制
す
る
権
限
を
我
々
は
持
っ
て
い

な
い
（they had no pow

er to enforce it

）」
と
述
べ
た
。H

uascar

号
側
か
ら
そ
れ
以
上
の
要
求
は
な
さ
れ
ず
、Santa R

osa

号

が
抑
留
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。（
ⅱ
）
次
に
、
同
じ
く
太
平
洋
蒸
気
航
行
会
社
の
英
国
船John E

lder

号
は
、
同
船
の
船
長
ら
の

証
言
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
一
日
の
午
後
一
時
半
頃
、
チ
リ
の
ア
リ
カ
（A

rica

）
の
沖
合
約
三
〇
カ
イ
リ
の
海
域
でH

uascar

号
と
遭

遇
し
た
。H

uascar

号
は
、John E
lder
号
の
方
向
に
舵
を
と
り
、John E

lder

号
の
船
尾
上
方
に
空
砲
を
放
つ
な
ど
し
てJohn 

E
lder

号
を
停
船
さ
せ
た
。John E

lder

号
に
乗
船
し
たH

uascar

号
の
士
官
は
、「［ John E

lder

号
を
停
船
さ
せ
た
こ
と
は
］
船

内
に
兵
士
が
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
郵
便
物
の
中
の
公
文
書
を
見
せ
る
よ
う
要
求
し
た
。

John E
lder

号
の
船
長
は
、
同
船
内
に
兵
士
や
公
文
書
は
存
在
し
な
い
と
答
え
る
と
、H

uascar

号
の
士
官
は
船
内
を
捜
索
さ
せ
る

よ
う
求
め
た
。
船
長
が
こ
れ
も
断
る
と
、
士
官
は
次
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
提
供
を
求
め
た
。
船
長
は
こ
の
要
求
に
は
応
じ
、
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
三
〇
ガ
ロ
ン
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
一
ケ
ー
ス
、
エ
ー
ル
ビ
ー
ル
二
四
パ
イ
ン
ツ
お
よ
び
タ
バ
コ
一
〇
〇
本
を
提
供
し
、
ペ

ル
ー
の
通
貨
に
よ
り
支
払
い
を
受
け
た
。John E

lder

号
の
船
長
は
、
六
五
分
間
に
及
ん
だ
同
船
の
「
抑
留
（detention

）」
に
対
し

抗
議
し
た
。（
ⅲ
）
さ
ら
に
、
英
国
籍
の
バ
ー
ク
船Im

uncia

号
は
、
そ
の
船
長
お
よ
び
乗
組
員
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
二
日
の

午
後
四
時
、
チ
リ
の
ピ
サ
ク
ア
（Pisaqua

）
に
碇
泊
し
て
い
た
と
こ
ろ
、H

uascar
号
の
士
官
がIm

uncia

号
に
乗
船
し
、
石
炭
を

（
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要
求
し
た
。Im

uncia

号
の
船
長
が
そ
れ
を
拒
否
す
る
と
、H

uascar

号
は
計
五
艘
の
ラ
ン
チ
をIm

uncia

号
に
派
遣
し
てIm

uncia
号
か
らH

uascar

に
石
炭
を
積
み
移
し
た
。
石
炭
の
積
込
を
終
え
て
出
発
す
る
際
、H

uascar

の
指
揮
官
は
、
六
九
ト
ン
の
石
炭
に

つ
い
て
の
領
収
書
を
交
付
し
た
。（
ⅳ
）
さ
ら
に
、
詳
細
な
事
実
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、H

uascar

号
は
、Colum

bia

号
（
お

そ
ら
く
英
国
船
）
か
ら
ペ
ル
ー
の
公
務
員
一
名
（a Peruvian officer

）
を
無
理
や
り
略
取
し
、Colum

bia

号
の
技
術
者
一
名
（
英

国
民
）
を
強
制
的
に
業
務
に
従
事
さ
せ
た
と
い
う
。

　

こ
の
間
、H

uascar
号
が
チ
リ
の
港
に
寄
港
し
た
場
合
に
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
ペ
ル
ー
政
府
と
チ
リ
政
府
と
の
間
で
次
の
よ

う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
て
い
た
（
こ
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
以
下
（
1
）
で
検
討
す
る
）。
す
な
わ
ち
、
ペ
ル
ー
の
セ
グ
ラ

（Zegrra

）
駐
チ
リ
代
理
公
使
は
、
チ
リ
外
務
省
に
対
し
、H

uascar

号
が
チ
リ
の
港
に
寄
港
し
た
場
合
に
は
物
資
の
補
給
、
特
に
石

炭
、
糧
食
お
よ
び
武
器
の
補
給
を
拒
否
す
る
こ
と
、
ま
た
、H

uascar

号
を
拿
捕
し
ペ
ル
ー
に
引
き
渡
す
こ
と
を
求
め
た
（
五
月
七

日
）。
チ
リ
政
府
は
、
同
国
沿
岸
の
各
当
局
に
対
し
、H

uascar

号
が
チ
リ
領
水
に
入
っ
た
場
合
に
は
、
乗
組
員
の
生
命
の
維
持
に
必

要
な
食
料
と
水
を
除
き
、
い
か
な
る
物
資
の
補
給
も
認
め
な
い
よ
う
指
示
し
た
。
五
月
一
七
日
、H

uascar

号
は
チ
リ
の
カ
ル
デ
ラ
港

に
入
港
し
た
。
チ
リ
の
当
局
は
、H

uascar

号
に
対
し
二
四
時
間
以
内
に
同
港
を
出
港
す
る
よ
う
命
じ
、
石
炭
の
補
給
を
認
め
な
か
っ

た
。
セ
グ
ラ
代
理
公
使
は
、H

uascar

号
を
拿
捕
し
て
ペ
ル
ー
に
引
き
渡
す
よ
う
再
度
求
め
た
が
、
チ
リ
は
こ
れ
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。

　

五
月
二
九
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
、
英
国
海
軍
の
軍
艦Shah

号
お
よ
びA

m
ethyst

号
は
、H

uascar

号
に
対
し
次
の
よ
う
な

措
置
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、Shah

号
は
、
二
九
日
午
後
一
時
、
ペ
ル
ー
の
ア
リ
カ
の
沖
合
でH

uascar

号
を
発
見
し
た
。H

uas-

car

号
は
陸
の
方
向
に
向
か
っ
て
逃
走
し
た
が
、
そ
の
方
向
に
はA

m
ethyst

号
が
お
り
、H

uascar

号
の
逃
走
を
妨
害
し
た
。Shah

号
がH

uascar

号
に
向
け
て
空
砲
を
放
つ
と
、H

uascar

号
は
停
船
し
た
。Shah
号
の
艦
長
はH

uascar

号
に
ラ
ミ
ア
ー
（Ram

i-

er

）
中
尉
を
派
遣
し
て
投
降
を
促
し
た
が
、H

uascar

号
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、Shah

号
がH

uascar

号
に
砲
撃
を

（
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行
っ
て
両
者
の
間
に
交
戦
が
は
じ
ま
り
、A

m
ethyst

号
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
午
後
五
時
四
五
分
、
夕
暮
れ
に
な
っ
た
た
めShah

号
とA

m
ethyst

号
は
砲
撃
を
停
止
し
た
。
三
〇
日
早
朝
、Shah

号
か
ら
偵
察
隊
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、H

uascar

号
は
既
に
逃
亡
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。H

uascar

号
は
そ
の
後
、
ペ
ル
ー
海
軍
の
艦
隊
に
投
降
し
た
。

　

ペ
ル
ー
の
ロ
ス
ピ
ィ
リ
オ
ー
ジ
（Julio Rospigliosi

）
外
相
は
、
六
月
一
〇
日
、
ペ
ル
ー
に
駐
在
す
る
各
国
の
外
交
使
節
団
に
回

状
を
送
り
、
英
海
軍
が
行
っ
た
右
の
行
動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。「H

uascar

号
は
、［
ペ
ル
ー
］
政
府
の
権
威
を
認
め

る
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ペ
ル
ー
に
属
さ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
（T

he H
uascar did not, on account of having 

refused to recognize the authority of Governm
ent, cease to belong to Peru

）。
ま
た
、
五
月
八
日
の
布
告
は
、
同
船
の
拿

捕
（apprehension

）
を
も
た
ら
す
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
が
、
外
国
の
軍
艦
は
こ
れ
に
よ
っ
て
同
船
を
攻
撃
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
際
法
は
他
国
の
国
内
事
項
へ
の
干
渉
（m

ixing in the internal affairs of other states

）
を
禁
じ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
同
布
告
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
報
奨
金
の
対
象
に
そ
う
し
た
艦
船
［
外
国
の
軍
艦
］
の
指
揮
官
も
含
ま
れ
る
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
彼
ら
の
個
人
的
威
信
や
国
家
的
威
信
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。」「
仮
に
、H

uascar

号
の
方
が

英
海
軍
の
艦
船
の
攻
撃
を
挑
発
し
た
の
だ
と
仮
定
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
攻
撃
は
、［
ペ
ル
ー
］
共
和
国
の
領
域
の
不
可
侵
（im

m
uni-

ty

）
の
重
大
な
侵
害
を
生
ず
る
こ
と
な
く
同
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
で
行
う
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
。」
ペ
ル
ー
政
府

の
こ
の
主
張
は
、
少
し
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
な
が
ら
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①H

uascar

号
は
依
然
と
し
て
ペ
ル
ー
の
国

有
財
産
で
あ
り
、
ペ
ル
ー
の
許
可
な
く
そ
れ
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
②
五
月
八
日
の
布
告
はH

uascar

号
の
拿
捕
を
認

め
た
が
攻
撃
ま
で
は
認
め
て
い
な
い
。
③
さ
ら
に
、
同
布
告
に
よ
っ
てH

uascar

号
の
拿
捕
を
授
権
さ
れ
た
も
の
の
中
に
外
国
の
軍

艦
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
布
告
はH

uascar

号
を
拿
捕
し
た
者
に
報
奨
金
を
支
払
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
外

国
軍
艦
の
指
揮
官
に
報
奨
金
を
支
払
う
と
い
う
の
は
彼
個
人
の
威
信
お
よ
び
外
国
の
威
信
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
④
い
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ず
れ
に
せ
よ
、
ペ
ル
ー
の
領
海
内
で
本
件
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
は
領
域
主
権
の
侵
害
に
な
り
許
さ
れ
な
い
。

　
（
1
）
ペ
ル
ー
政
府
と
チ
リ
政
府
と
の
間
の
外
交
交
渉

　

チ
リ
の
港
に
寄
港
し
たH

uascar

号
の
扱
い
に
つ
い
て
、
ペ
ル
ー
政
府
と
チ
リ
政
府
と
の
間
に
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
。

　
（
ａ
）
セ
グ
ラ
駐
チ
リ
代
理
公
使
（
ペ
ル
ー
）（
一
八
七
七
年
五
月
一
七
日
、
二
二
日
）

　

ペ
ル
ー
の
セ
グ
ラ
駐
チ
リ
代
理
公
使
は
、
五
月
一
七
日
、
チ
リ
外
相
に
対
し
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
チ
リ
政
府
は
「
他

国
の
国
内
的
な
闘
争
へ
の
介
入
を
回
避
す
る
こ
と
を
望
む
（w

ish to avoid m
ixing in the civil strife of other countries

）」
と

い
う
理
由
でH

uscar

号
の
拿
捕
を
拒
否
し
て
い
る
が
、「
ペ
ル
ー
に
内
戦
（civil w

ar

）
は
存
在
せ
ず
、
事
案
は
単
な
る
暴
動
（m

uti-

ny

）
に
過
ぎ
な
い
」。H

uascar

号
の
抑
留
と
引
渡
し
を
拒
否
す
る
チ
リ
政
府
の
行
動
は
、「
諸
国
の
諸
権
利
に
反
す
る
（being op-

posed to the rights of nations

）」、
と
。
も
っ
と
も
、
セ
グ
ラ
の
言
及
す
る
「
諸
国
の
諸
権
利
」
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
、

明
ら
か
で
な
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
ル
ー
ビ
ン
（A

lfred P. Rubin

）
は
、「
お
そ
ら
く
、
ペ
ル
ー
の
軍
艦
に
つ
い
て
ペ
ル
ー
が
有
し

て
い
る
所
有
権
」
を
意
味
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
）。

　

セ
グ
ラ
代
理
公
使
は
、
チ
リ
外
相
に
宛
て
た
五
月
二
二
日
の
覚
書
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
閣
下
は
、H

uascar

号
が

海
賊
で
は
な
い
と
主
張
し
、
同
船
が
チ
リ
の
通
商
に
干
渉
す
る
と
恐
れ
る
理
由
は
な
い
の
だ
か
ら
、
チ
リ
が
同
船
に
対
し
て
敵
対
的
な

態
度
を
と
る
権
利
は
な
い
と
主
張
す
る
。
…
…
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
あ
る
船
舶
が
海
賊
で
な
い
と
し
た
ら
、
私
は
、
そ

れ
を
何
と
呼
べ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
同
船
は
、
い
か
な
る
政
府
か
ら
の
委
任
も
な
し
に
航
行
し
、
い
か
な
る
領
域
的
権
力
も
も

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
地
位
を
も
っ
と
確
実
に
す
る
た
め
に
、
公
海
上
で
商
業
郵
便
を
押
収
し
、
船
上
の
公
文
書
の
引
渡
し
を
強
要
し
た
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の
で
あ
る
」。

　

こ
の
よ
う
に
、
セ
グ
ラ
代
理
公
使
は
、
英
国
船
に
対
し
「
公
海
上
で
商
業
郵
便
を
押
収
し
、
船
上
の
公
文
書
の
引
渡
し
を
強
要
し

た
」H

uascar

号
の
行
為
が
海
賊
行
為
に
当
た
る
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、H

uascar

号
は
「
い
か
な
る
政
府
か
ら
の
委
任
」
も
受

け
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
セ
グ
ラ
は
そ
の
上
で
、
チ
リ
の
港
に
寄
港
し
たH

uascar

号
を
拿
捕
し
て
ペ
ル
ー
に
引
き
渡
す
こ
と
を

チ
リ
政
府
に
要
求
し
た
。
セ
グ
ラ
は
そ
の
根
拠
と
し
て
「
諸
国
の
諸
権
利
」
を
挙
げ
る
が
、
こ
の
主
張
の
趣
旨
は
明
ら
か
で
な
い

（
ル
ー
ビ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
諸
国
の
諸
権
利
」
と
は
ペ
ル
ー
の
軍
艦
に
つ
い
て
ペ
ル
ー
が
有
し
て
い
る
所
有
権
」
を
意
味
し
、

H
usacar

号
が
ペ
ル
ー
の
国
有
財
産
で
あ
っ
て
ペ
ル
ー
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
セ
グ
ラ
が
言
っ
て
い
る
の
だ
と
し

て
も
、
チ
リ
が
何
故
そ
れ
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
）。

　
（
ｂ
）
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
外
相
（
チ
リ
）（
一
八
七
七
年
五
月
一
八
日
）

　

チ
リ
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
（A
lfonso

）
外
相
は
、
セ
グ
ラ
代
理
公
使
に
対
し
、
チ
リ
がH

uascar

号
の
拿
捕
を
拒
否
す
る
理
由
を
、

次
の
通
り
説
明
し
た
。

［
セ
グ
ラ
］
代
理
公
使
は
、
そ
の
船
舶
［H

uascar

号
］
が
海
賊
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
断
定
は
、

国
際
法
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
諸
原
則
（the m

ost elem
entary principles of international law

s

）
に
反
す
る
。
む
し
ろ

逆
に
、
こ
の
暴
動
（the m

utiny

）
は
政
治
的
目
的
（a political object

）
を
有
し
て
お
り
、
ピ
エ
ロ
ラ
氏
に
よ
っ
て
起
こ
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
船
が
海
賊
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、［
チ
リ
］
政
府
は
、
チ
リ
の
威
信
ま
た
は
利
益
に
基
づ
き
必

要
と
さ
れ
な
い
敵
対
行
為
（an encounter

）
に
従
事
す
る
た
め
に
海
軍
を
動
員
す
る
理
由
を
有
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
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し
か
し
、
チ
リ
政
府
は
、
同
船
に
対
し
て
、
国
際
的
な
正
義
が
命
ず
る
原
則
（the principles dictated by international 

right

）
を
適
用
し
た
。

　

チ
リ
政
府
は
、H

uascar

号
に
対
し
、
そ
の
戦
闘
能
力
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
い
か
な
る
援
助
も
与
え
な
い
よ
う
命
令

を
発
し
た
。
人
員
や
武
器
や
石
炭
の
積
込
み
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
船
と
の
あ
ら
ゆ
る
連
絡
（com

m
unication

）
は
遮
断
さ
れ
る
。

乗
組
員
の
た
め
に
必
要
な
糧
食
と
水
の
補
給
の
み
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
船
は
二
四
時
間
を
超
え
て
チ
リ
の
領
水
に
留
ま
っ

て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
外
相
は
、H

uascar

号
が
海
賊
船
舶
で
は
な
い
と
主
張
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、H

uascar

号
を
支

配
す
る
者
た
ち
の
起
こ
し
た
「
暴
動
」
が
「
政
治
的
目
的
」
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
も
っ
と
も
、
行
動
の
目
的
が
「
政
治

的
」
で
あ
る
と
何
故
当
該
行
為
が
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
の
か
の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
チ
リ
政
府
はH

uascar

号
に

対
し
て
「
乗
組
員
の
た
め
に
必
要
な
糧
食
と
水
の
補
給
の
み
」
を
認
め
、
ま
た
、
チ
リ
領
水
内
に
と
ど
ま
っ
て
よ
い
時
間
を
二
四
時
間

に
限
定
し
た
。
こ
の
措
置
の
根
拠
と
し
て
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
は
「
国
際
的
な
正
義
が
命
ず
る
原
則
」
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
が
何
を
意
味

す
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
港
や
領
水
に
お
け
る
滞
留
期
間
や
積
入
で
き
る
物
資
の
量
・
種
類
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
国

家
間
戦
争
に
適
用
さ
れ
る
中
立
法
規
に
含
ま
れ
る
規
則
（
例
え
ば
、
一
九
〇
七
年
海
戦
中
立
条
約
第
一
二
条
、
第
一
八
条
〜
第
二
〇
条

等
）
に
類
似
し
て
お
り
、
チ
リ
政
府
は
こ
れ
を
類
推
適
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
外
相
は
、
別
の
機
会
に
お

い
て
（
チ
リ
の
議
会
に
お
け
る
発
言
）、H

uascar

号
の
扱
い
に
つ
い
て
「
チ
リ
は
中
立
を
守
る
つ
も
り
で
あ
る
（Chile w

ould pre-

serve neutrality

）」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
中
立
」
と
は
、
国
際
法
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
意
味
に
お
け
る
「
中
立
」

を
意
味
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
、
戦
い
の
ど
ち
ら
の
当
事
者
の
味
方
も
し
な
い
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
意
味
（「
中
立
的

（
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）

（
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な
」
態
度
を
と
る
と
い
う
意
味
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
の
反
乱
に
つ
い
て
「
中
立
的
な
」
態
度

を
と
る
の
が
チ
リ
政
府
の
政
策
だ
と
す
れ
ば
、H

uacar

号
を
拿
捕
し
て
ペ
ル
ー
に
引
き
渡
せ
ば
ペ
ル
ー
政
府
に
味
方
す
る
こ
と
に
な

る
か
ら
そ
れ
は
で
き
ず
、
他
方
、H

uascar

号
に
必
要
以
上
の
物
資
の
補
給
を
認
め
れ
ば
ペ
ル
ー
反
乱
者
に
味
方
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
そ
れ
も
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
ｃ
）
ロ
ス
ピ
リ
オ
ー
ジ
外
相
（
ペ
ル
ー
）（
一
八
七
七
年
六
月
二
六
日
）

　

ペ
ル
ー
の
ロ
ス
ピ
リ
オ
ー
ジ
外
相
は
、
六
月
二
六
日
に
発
し
た
布
告
の
中
で
、
セ
グ
ラ
代
理
公
使
が
チ
リ
政
府
に
対
し
て
行
っ
た
抗

議
と
要
求
（（
ａ
）
参
照
）
は
間
違
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
取
り
消
す
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
布
告
の
中
で
ロ
ス
ピ
リ

オ
ー
ジ
は
、H

uascar

号
が
チ
リ
に
向
か
い
、
ペ
ル
ー
の
軍
艦
が
チ
リ
の
領
水
に
入
っ
て
同
船
を
拿
捕
で
き
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
は

当
然
に
予
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
後
、
ペ
ル
ー
政
府
の
真
意
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
同
船
を
奪
還
し
（recover

）、
同
船
が
無
期
限
に
わ
た
っ
て
ペ
ル
ー
の
権
威
と
任
務
の
外
（out-

side their authority and service

）
に
置
か
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
命
令
を
発
す
る
の
は
、［
ペ
ル
ー
］
政
府
の
責

務
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
駐
在
の
［
セ
グ
ラ
］
代
理
公
使
は
、
反
乱
を
起
こ
し
た
船
舶

［
＝H

uascar

号
］
の
抑
留
と
引
渡
し
を
求
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
命
令
は
、
我
が
国
の
国
内
問
題
に
チ
リ
が
干
渉
す

る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
れ
を
求
め
る
の
は
我
が
政
府
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
（this order did 

not entail, and it w
as never the intention of the Governm

ent that it should entail, the intervention of Chile in 

our dom
estic questions

）。
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こ
の
理
由
に
よ
り
、
ま
た
、
国
民
感
情
の
尊
重
は
別
に
し
て
、
代
理
公
使
が
犯
し
た
過
ち
は
彼
が
自
信
を
持
つ
に
値
す
る
行
き

過
ぎ
た
情
熱
の
結
果
で
は
あ
る
と
は
い
え
、
彼
の
行
動
は
認
め
ら
れ
ず
（his proceeding are disapproved

）、
彼
が
チ
リ
政

府
に
対
し
て
行
っ
た
抗
議
は
無
効
で
あ
る
と
宣
言
す
る
（declared null and void

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
ペ
ル
ー
政
府
は
結
局
、H

uascar

号
の
拿
捕
と
引
渡
し
を
チ
リ
政
府
に
求
め
る
こ
と
は
ペ
ル
ー
政
府
の
本
意
で
は
な

い
こ
と
を
認
め
た
。
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
チ
リ
がH

uascar

号
を
拿
捕
し
て
引
き
渡
せ
ば
、
そ
れ
は
、

ペ
ル
ー
政
府
に
味
方
し
て
ペ
ル
ー
の
国
内
問
題
に
干
渉
す
る
こ
と
に
当
た
る
こ
と
を
暗
に
認
め
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
干
渉
は
ペ
ル
ー

政
府
と
し
て
も
望
ん
で
は
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
英
国
政
府
内
で
の
議
論

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
英
海
軍
がH

uascar
号
に
対
し
て
と
っ
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
ペ
ル
ー
政
府
か
ら
抗
議
が
な
さ
れ
て
い
た

（
ペ
ル
ー
の
国
有
財
産
で
あ
るH

uascar

号
に
対
し
て
攻
撃
を
行
っ
た
点
、
お
よ
び
ペ
ル
ー
の
主
権
の
下
に
あ
る
領
水
内
で
交
戦
が

行
わ
れ
た
点
）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
英
国
政
府
内
で
次
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
（
ａ
）
ド
・
ホ
ー
シ
ー
海
軍
少
将
か
ら
の
報
告
（
一
八
七
七
年
六
月
三
日
）

　

ド
・
ホ
ー
シ
ー
（de H

orsey

）
海
軍
少
将
は
、
海
軍
大
臣
に
宛
て
た
一
八
七
七
年
六
月
三
日
の
書
簡
の
中
で
、H

uascar

号
に
対

す
る
措
置
の
正
当
性
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
（
引
用
文
中
の
ロ
ー
マ
数
字
は
原
文
に
あ
る
も
の
、
傍
線
は
引
用
者
が
付
け
た
も
の
）。

（
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Ⅰ H
uascar

号
は
、
海
上
でJohn E

lder

号
に
乗
船
し
て
そ
れ
を
抑
留
し
、Santa R

osa

号
に
乗
船
し
て
公
文
書
の
［
引
渡

し
］
を
要
求
し
、Im

uncina

号
か
ら
強
制
的
に
石
炭
を
奪
取
し
、Colum

bia

号
か
ら
ペ
ル
ー
の
公
務
員
一
名
を
強
制
的
に
略

取
し
、
英
国
臣
民
で
あ
る
技
術
士
一
名
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
許
容
さ
れ
得
な
い
行
為
を
行

っ
た
（com

m
itted acts w

hich could not be tolerated

）。

Ⅱ H
uascar

号
は
、
軍
艦
と
し
て
の
合
法
な
委
任
状
（law

ful com
m

ission as a ship of w
ar

）
を
有
し
て
お
ら
ず
、
い
か

な
る
国
家
に
も
忠
誠
を
負
っ
て
お
ら
ず
（ow

ing no allegiance to any State

）、
ま
た
、
ペ
ル
ー
政
府
はH

uascar

号
の
行

為
に
つ
い
て
一
切
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、
当
該
船
舶
そ
れ
自
体
か
ら
し
か
賠
償
や
満
足
を
得
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
（no reclam

ation or satisfaction could be obtained except from
 that ship herself

）。

Ⅲ Shah

号
お
よ
びA

m
ethyst

号
と
交
戦
す
る
前
のH

uascar

号
の
地
位
は
、
海
賊
の
地
位
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
（if 

not that of a pirate

）、
少
な
く
と
も
、
海
賊
的
な
行
為
を
行
っ
た
叛
徒
の
船
舶
の
地
位
だ
っ
た
（at least that of a rebel 

ship having com
m

itted piratical acts
）。

Ⅳ 

私
の
合
法
的
な
権
限
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
、
英
海
軍
の
艦
船
と
交
戦
し
た
後
の
（after refusing to yield to m

y law
ful 

authority, and after engaging H
er M

ajestyʼs ships

）
同
号
の
地
位
は
、
海
賊
の
地
位
（that of a pirate

）
で
あ
っ
た
。

Ⅴ H
uascar

号
を
破
壞
ま
た
は
捕
獲
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
英
国
の
船
舶
ま
た
は
沿
岸
に
あ
る
英
国
の
財
産
の
安
全
は
確
保
さ

れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、H

uascar

号
は
、
碇
泊
中
の
港
で
闇
夜
にShah

号
やA

m
ethyst

号
を
襲
っ
た
か
も
し

れ
な
い
の
だ
か
ら
、
英
海
軍
の
艦
船
の
安
全
す
ら
も
確
保
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

Ⅵ 

私
は
、
国
際
法
の
違
反
者
た
ち
［H

uascar

号
お
よ
び
そ
の
乗
組
員
ら
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
：
引
用
者

注
］
に
対
し
て
教
え
た
こ
の
教
訓
（the lesson that has been taught to offenders against international law

）
は
、
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今
後
何
年
も
の
間
英
国
の
利
益
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
だ
ろ
う
と
確
信
す
る
。

Ⅶ 

私
は
、
ペ
ル
ー
政
府
の
利
益
ま
た
は
同
政
府
に
対
し
て
武
力
に
よ
る
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
者
た
ち
の
利
益
に
介
入
す
る
こ

と
を
慎
重
に
避
け
た
。
私
がH

uascar

号
に
つ
い
て
と
っ
た
行
動
は
、
も
っ
ぱ
ら
英
国
の
利
益
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
ず
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
引
用
文
の
Ⅲ
に
お
い
て
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
少
将
は
、
英
国
船
四
隻
（Santa R

osa

号
、John E

lder

号
、Im

uncia

号
お
よ
びColum

bia

号
）
に
対
す
るH

uascar

号
の
行
為
が
海
賊
行
為
だ
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、「Shah

号
お
よ
び

A
m

ethyst

号
と
交
戦
す
る
前
のH

uascar

号
の
地
位
は
、
海
賊
の
地
位
で
は
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
海
賊
的
な
行
為

（piratical acts

）
を
行
っ
た
叛
徒
の
船
舶
の
地
位
だ
っ
た
」
と
い
う
曖
昧
な
言
い
方
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
・
ホ
ー
シ
ー
は
、

英
軍
艦Shah

号
か
ら
ラ
ミ
ア
ー
中
尉
を
派
遣
し
てH

uascar

号
に
投
降
を
促
し
た
際
（
一
八
七
七
年
五
月
二
九
日
）
に
も
、Santa 

R
osa

号
そ
の
他
計
四
隻
に
対
し
てH
uascar
号
が
行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
は
「
英
国
の
臣
民
、
船
舶
お
よ
び
財
産
に
対
す
る
い
く
つ

か
の
違
法
行
為
（illegal acts

）」
と
だ
け
述
べ
て
海
賊
行
為
で
あ
る
と
は
言
わ
ず
、
お
と
な
し
く
投
降
す
れ
ばH

uascar

号
の
乗
組

員
の
生
命
・
自
由
等
は
尊
重
す
る
が
、
も
し
抵
抗
す
る
な
ら
ば
「H

uascar

号
は
海
賊
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
だ
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（"H
uascar" w

ill be liable to be treated as pirates
）」
と
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
、H

uascar

号
に
投
降
を
促
し
た
こ
の
時
点

でH
uascar

号
は
ま
だ
海
賊
行
為
を
行
っ
て
は
お
ら
ず
、
英
軍
艦
に
抵
抗
し
て
は
じ
め
て
海
賊
行
為
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
、
と
い

う
の
が
ド
・
ホ
ー
シ
ー
少
将
の
見
解
で
あ
る
。
六
月
三
日
の
文
書
の
Ⅳ
で
も
、
英
海
軍
の
勧
告
を
拒
否
し
て
交
戦
し
た
「
後
」
の

H
uascar

号
の
地
位
が
海
賊
の
地
位
だ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
何
故
そ
う
言
え
る
の
か
の
理
由
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。

　

次
に
、
英
軍
艦
がH

uascar

号
に
対
し
て
と
っ
た
措
置
（
将
校
を
派
遣
し
て
投
降
を
促
し
、
そ
れ
が
拒
絶
さ
れ
た
後
に
交
戦
し
た

（
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）
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こ
と
）
の
根
拠
と
し
て
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
少
将
は
、
海
賊
船
舶
に
対
す
る
管
轄
権
を
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
援
用
し
て
お
ら
ず
、
む

し
ろ
、
被
害
を
受
け
た
英
国
船
お
よ
び
英
国
民
の
利
益
を
回
復
す
る
た
め
の
措
置
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
（
引
用
文
中
の
Ⅴ
、

Ⅵ
、
Ⅶ
を
参
照
）。「
ペ
ル
ー
政
府
はH

uascar

号
の
行
為
に
つ
い
て
一
切
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、
当
該
船
舶

そ
れ
自
体
か
ら
し
か
賠
償
や
満
足
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
の
6
（
1
）（
ｃ
）
で
検
討
す

る
ベ
ア
ー
ド
国
務
長
官
が
い
う
「
盗
ま
れ
た
財
産
の
奪
還
の
権
利
」
に
近
い
も
の
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
引
用
文
の
Ⅶ
に
お
い
て
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
少
将
は
、
英
海
軍
の
と
っ
た
行
動
が
、
英
国
の
利
益
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

て
、
反
乱
者
ら
の
利
益
に
介
入
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
同
少
将
は
別
の
文
書
で
は
、
よ
り
は
っ
き
り
と
、「H

uascar

号
に
つ
い
て
私
が
と
っ
た
行
動
は
、
英
国
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
ペ
ル
ー
の
問
題
に

介
入
す
る
も
の
で
は
な
い
（not in any respect an interference in the Peruvian affair

）」
と
か
、「
私
の
義
務
は
厳
格
か
つ

公
平
な
中
立
を
守
る
こ
と
で
あ
り
（m
y duty being plainly to observe strict and im

partial neutrality

）、
ペ
ル
ー
の
す
べ

て
の
問
題
に
つ
い
て
の
不
介
入
で
あ
る
（non-interference in all affairs in Peru

）」
と
述
べ
て
い
た
。H

uascar

号
事
件
に
お
け

る
チ
リ
政
府
（
二
5
（
1
）（
ｂ
）
参
照
）
や
、
二
2
や
3
で
検
討
し
た
先
例
と
同
様
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
も
、
ペ
ル
ー
反
乱
に
対
す
る

不
介
入
が
、
英
国
の
と
る
べ
き
基
本
的
立
場
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
ｂ
）
国
王
法
務
官
意
見
（
一
八
七
七
年
七
月
二
一
日
）

　

英
海
軍
がH

uascar

号
に
対
し
て
と
っ
た
措
置
に
関
し
て
英
国
政
府
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
国
王
法
務
官
（law

-officers of 

the Crow
n

）
三
名
（John H

olker, H
ardinge S. Giffard

お
よ
びJ. Parker D

eane

）
は
、
一
八
七
七
年
七
月
二
一
日
に
意
見
書

を
提
出
し
た
。
国
王
法
務
官
は
、
本
件
に
関
す
る
事
実
関
係
を
述
べ
た
後
、「
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ド
・
ホ
ー

（
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シ
ー
海
軍
少
将
は
、
英
国
の
臣
民
お
よ
び
財
産
の
保
護
の
た
め
に
断
固
と
し
て
行
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（w

as bound to act 

decisively for the protection of British subjects and British property

）
の
で
あ
り
、
彼
が
訴
え
た
措
置
は
法
的
に
正
当
化

さ
れ
る
（in law

 justifiable

）
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
意
見
書
は
ご
く
簡
潔
な
も
の
で
あ
り
、
法
的
な
理
由
づ
け
が
ほ
と
ん
ど
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
海
賊
」
と

い
う
言
葉
を
一
度
も
用
い
て
お
ら
ず
、
単
に
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
の
と
っ
た
措
置
が
法
的
に
正
当
化
さ
れ
る
と
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
の
と
っ
た
措
置
が
、
海
賊
船
舶
に
対
す
る
管
轄
権
の
行
使
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
以
外
の
、
例
え
ば
「
盗
ま
れ
た
財
産
の
奪
還
の
権
利
」（
6
（
1
）（
ｃ
）
参
照
）
の
行
使
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、
ど
ち
ら
の

趣
旨
で
あ
る
の
か
は
こ
の
意
見
書
か
ら
は
判
断
し
よ
う
が
な
い
。
た
だ
、H

uascar

号
が
海
賊
行
為
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
な
い
こ
と

だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
（
ｃ
）
庶
民
院
に
お
け
る
ホ
ル
カ
ー
法
務
長
官
答
弁
（
一
八
七
七
年
八
月
一
一
日
）

　

英
海
軍
がH

uascar

号
に
対
し
て
と
っ
た
措
置
の
合
法
性
は
、
議
会
で
も
問
題
と
さ
れ
た
。
庶
民
院
で
は
、H

uascar

号
の
行
為

は
「
革
命
行
動
の
促
進
の
た
め
に
（in furtherance of the revolutionary action

）」
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
「
憎
悪
ま
た
は

掠
奪
（outrage or plunder

）
の
目
的
で
行
わ
れ
た
」
海
賊
行
為
で
は
な
く
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
海
軍
少
将
はH

uascar

号
の
違
法
行

為
を
阻
止
す
る
た
め
の
権
利
（a right to take steps to stop such proceedings

）
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
はH

uascar

号
の

行
っ
た
行
為
が
「
海
賊
行
為
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
」
と
い
う
見
解
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ホ
ル
カ
ー
（H

olker

）
法
務
長
官
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

（
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）

（
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H
uascar

号
は
、
交
戦
団
体
ま
た
は
交
戦
団
体
の
船
舶
で
あ
り
、
我
が
政
府
の
代
表
者
が
交
戦
権
を
認
め
る
義
務
を
負
う
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
（W

as she a belligerent, or the vessel of a belligerent Pow
er, to w

hich the Representative 

of our Governm
ent w

as under an obligation to extend belligerent rights?

）
も
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
海
軍

の
行
っ
た
行
為
は
何
ら
か
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
ペ
ル
ー
政
府
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
知

る
の
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
我
々
の
手
元
に
あ
る
諸
文
書
を
見
る
限
り
、H

uascar

号
が
交
戦
団
体
に
属
す
る
船
舶
だ

っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
だ
っ
た
と
言
う
た
め
に
は
、
反
乱
（a rebellion

）
が
存
在
し
、
か
つ
、
反
乱
者
が
、
政

府
に
類
似
す
る
何
ら
か
の
組
織
を
確
立
さ
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（the rebels m

ust have established som
e-

thing like a Governm
ent

）。
公
海
上
の
中
立
船
に
対
し
て
一
定
の
行
為
を
行
え
る
の
は
、
そ
う
し
た
政
府
の
船
舶
の
す
べ
て

で
は
な
い
。
そ
う
し
た
船
舶
が
権
限
な
し
に
（w

ithout authority

）
掠
奪
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
中
立
国
は
賠
償
（satisfac-

tion

）
を
求
め
る
だ
ろ
う
。
仮
にH

uascar

号
が
交
戦
団
体
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、H

uascar

号
は
責
任
を
負
う
だ
ろ
う
。
…
…

H
uascar

号
が
交
戦
団
体
だ
っ
た
と
言
う
た
め
に
は
、
ペ
ル
ー
に
お
い
て
反
乱
（a rebellion

）
が
存
在
し
て
お
り
、
政
府
と
し

て
の
諸
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
家
を
構
成
す
る
ほ
ど
ま
で
に
反
乱
が
成
功
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（it 

had so far successful as that the insurgents had constituted them
selves into a State capable of discharging 

the duties of governm
ent

）。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
法
務
長
官
は
、「H

uascar

号
を
占
有
す
る
叛
徒
た
ち
は
、
ペ
ル
ー
に
お
い
て
国
家
の
性
質
に
類
似
す
る

よ
う
な
も
の
（som

ething the nature of a State

）
を
確
立
す
る
こ
と
に
今
ま
で
の
と
こ
ろ
成
功
し
て
お
ら
ず
」、H

uascar

号
は

海
賊
だ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。 （
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ホ
ル
カ
ー
法
務
長
官
は
、
仮
にH

uascar

号
が
交
戦
団
体
（a belligerent

）
の
船
舶
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
船
は
中
立
船
を
臨
検

捜
索
す
る
こ
と
は
で
き
た
だ
ろ
う
が
、
乗
客
を
略
取
し
た
り
略
取
し
た
乗
客
を
拘
禁
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
交
戦
団
体
で
あ
っ
て

も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、H

uascar

号
が
、
仮
に
戦
争
法
を
適
用
し
た
と
し
て
も
違
法
と
な
る

よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
問
題
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ホ
ル
カ
ー
法
務
長
官
の
見
解
で
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
の
は

そ
の
点
で
は
な
く
、
ペ
ル
ー
の
反
乱
者
が
「
政
府
に
類
似
す
る
何
ら
か
の
組
織
」
を
確
立
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
（
反
乱
団
体

の
組
織
性
）
で
あ
っ
た
。
ホ
ル
カ
ー
は
、
交
戦
団
体
の
「
承
認
」
と
い
う
語
を
用
い
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、「
反
乱
（a rebellion

）

が
存
在
し
、
か
つ
、
反
乱
者
が
、
政
府
に
類
似
す
る
何
ら
か
の
組
織
を
確
立
」
さ
せ
た
場
合
に
は
、
承
認
の
有
無
を
問
わ
ず
反
乱
者
が

交
戦
団
体
の
資
格
を
取
得
す
る
と
考
え
て
い
る
（
宣
言
的
効
果
説
）。
こ
の
よ
う
に
、
ホ
ル
カ
ー
法
務
長
官
は
、
一
定
の
組
織
性
を
も

つ
反
乱
団
体
は
交
戦
団
体
で
あ
っ
て
交
戦
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
そ
の
よ
う
な
組
織
性
を
も
っ
て
い
な
い
反
乱
団
体
の

行
う
行
為
は
す
べ
て
海
賊
行
為
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
（
交
戦
団
体
と
海
賊
行
為
と
の
二
者
択
一
。
交
戦
団
体
で
は
な
い
団
体
が

行
う
暴
力
行
為
で
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
も
の
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
）。

　
（
3
）
評
価

　

本
件
に
お
い
て
、H

uascar

号
は
英
国
商
船
四
隻
に
対
し
て
公
海
上
で
暴
力
行
為
を
行
っ
た
。
こ
の
暴
力
行
為
が
海
賊
行
為
と
し
て

扱
わ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
海
賊
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
い
う
の
が
先
行
研
究
に
お
け
る
一
般
的
な
評
価
で
あ
る
が
、
本
当
に

そ
う
評
価
で
き
る
か
ど
う
か
は
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
反
乱
当
事
者
で
あ
る
ペ
ル
ー
政
府
は
、
一
八
七
七
年
五
月
八
日
の
布
告

に
お
い
て
、H

uascar

号
が
行
う
行
為
に
つ
い
て
ペ
ル
ー
政
府
が
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
や
、
同
船
を
拿
捕
し
た
者
に
報
奨
金
を
支
払

う
こ
と
な
ど
を
宣
言
し
た
が
、H

uascar

号
が
海
賊
船
舶
で
あ
る
と
は
述
べ
な
か
っ
た
。
ペ
ル
ー
の
セ
グ
ラ
代
理
公
使
は
、
チ
リ
政
府

（
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）
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に
対
し
、H

uascar

号
が
海
賊
船
舶
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
同
船
の
拿
捕
と
引
渡
し
を
求
め
た
（（
1
）（
ａ
）
参
照
）
が
、
ペ
ル
ー
の

ロ
ス
ピ
リ
オ
ー
ジ
外
相
は
、
そ
の
後
、
セ
グ
ラ
代
理
公
使
か
ら
チ
リ
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
要
求
は
間
違
っ
て
い
た
と
述
べ
、
そ
れ

を
取
り
消
し
た
（（
1
）（
ｃ
）
参
照
）。
セ
グ
ラ
代
理
公
使
の
主
張
し
た
こ
と
の
ど
の
部
分
を
取
り
消
し
た
の
か
（H

uascar

号
は
海

賊
船
舶
だ
と
述
べ
た
部
分
か
、
同
船
の
拿
捕
と
引
渡
し
を
求
め
た
部
分
か
）
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、H

uascar

号
が
海
賊
船
舶
だ
と

は
っ
き
り
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
他
方
、
第
三
国
の
対
応
を
見
る
と
、
チ
リ
政
府
は
、H

uascar

号
が
海
賊
船
舶
で
は

な
い
と
は
っ
き
り
述
べ
た
（（
1
）（
ｂ
）
参
照
）。
自
国
船
舶
が
被
害
を
受
け
た
英
国
政
府
の
立
場
は
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ホ
ル
カ
ー
法
務
長
官
は
交
戦
団
体
の
船
舶
で
は
な
いH

uascar

号
が
海
賊
船
舶
だ
と
明
言
し
た
（（
2
）（
ｃ
）
参
照
）

一
方
、
国
王
法
務
官
は
同
船
が
海
賊
船
舶
だ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
ず
（（
2
）（
ｂ
）
参
照
）、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
海
軍

少
将
は
、
英
海
軍
の
軍
艦
と
交
戦
す
る
前
のH

uascar

号
の
行
為
─
─
つ
ま
り
英
国
商
船
四
隻
に
対
す
る
暴
力
行
為
─
─
が
違
法
行

為
だ
っ
た
と
述
べ
つ
つ
、
そ
れ
は
海
賊
行
為
で
な
か
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
（（
2
）（
ａ
）
参
照
）。
ホ
ル
カ
ー
法
務
長

官
の
見
解
は
、
未
承
認
反
乱
団
体
が
海
上
で
行
う
暴
力
行
為
は
す
べ
て
海
賊
行
為
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
（
交
戦
団
体
か
海
賊
か

の
二
者
択
一
）、
未
承
認
反
乱
団
体
の
行
う
行
為
で
あ
っ
て
も
行
為
の
対
象
や
行
為
の
内
容
次
第
で
は
海
賊
行
為
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
る
と
い
う
見
解
は
と
っ
て
い
な
い
。
他
方
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
海
軍
少
将
や
国
王
法
務
長
官
は
、
本
件
で
は
英
国
船
舶
が
被
害
を
受
け

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ずH

uascar

号
が
海
賊
船
舶
だ
っ
た
と
は
少
な
く
と
も
明
言
し
な
か
っ
た
が
、
何
故
海
賊
船
舶
だ
と
明
言
し
な

い
の
か
に
つ
い
て
、
理
由
は
何
も
述
べ
な
か
っ
た
。

　

次
に
、H

uascar

号
に
対
し
て
英
海
軍
が
と
っ
た
措
置
の
性
質
に
つ
い
て
、
ホ
ル
カ
ー
法
務
長
官
の
見
解
に
よ
れ
ば
海
賊
行
為
に
対

す
る
管
轄
権
の
行
使
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
一
方
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
海
軍
少
将
や
国
王
法
務
官
は
、H

uascar

号
に
対
し
て
と
っ

た
措
置
の
法
的
性
質
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
（
海
賊
行
為
に
対
す
る
管
轄
権
の
行
使
で
は
な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
海
賊
行
為

（
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）
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に
対
す
る
管
轄
権
の
行
使
だ
と
も
言
っ
て
い
な
い
）。（
ａ
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
は
、H

uascar

号
に
対
す
る
英
海

軍
の
措
置
が
、「
も
っ
ぱ
ら
英
国
の
利
益
の
た
め
の
も
の
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
ベ
ア
ー
ド
米
国
務
長
官
が
い
う
「
盗
ま
れ

た
財
産
の
奪
還
の
権
利
」（
6
（
1
）（
ｃ
）
参
照
）
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

最
後
に
、
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
本
件
に
お
い
て
諸
国
の
態
度
を
基
礎
づ
け
て
い
た
原
則
な
い
し
政
策
が
、
ペ
ル
ー
反
乱
に
対
す

る
「
不
介
入
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
チ
リ
政
府
は
、
チ
リ
の
港
に
寄
港
し
たH

uascar

号
を
拿
捕
し
て
ペ
ル
ー
政

府
に
引
き
渡
す
こ
と
も
、
逆
に
、
同
船
に
必
要
以
上
の
物
資
の
補
給
を
認
め
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
チ
リ
が
本
問
題
に

つ
い
て
「
中
立
を
守
る
つ
も
り
で
あ
る
」
か
ら
だ
っ
た
（（
1
）（
ｂ
）
参
照
）。
英
国
は
、
自
国
船
舶
が
被
害
を
被
っ
た
た
め
に
、

H
uascar

号
に
対
し
強
制
的
措
置
を
と
っ
た
が
、
そ
の
際
に
も
、
そ
う
し
た
措
置
は
あ
く
ま
で
も
英
国
お
よ
び
英
国
民
の
利
益
を
保
護

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、「
ペ
ル
ー
の
問
題
に
介
入
す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
（（
2
）（
ａ
）
参
照
）。
反
乱

当
事
者
で
あ
る
ペ
ル
ー
政
府
も
、「
国
際
法
は
他
国
の
国
内
事
項
へ
の
干
渉
を
禁
じ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
他
国
の
反
乱
に
対
す
る

「
不
介
入
」
を
基
礎
と
し
て
反
乱
団
体
の
船
舶
の
扱
い
を
判
断
し
た
事
例
は
、
本
件
の
ほ
か
、
既
に
検
討
し
た
2
や
3
、
さ
ら
に
後
に

検
討
す
る
6
に
も
見
ら
れ
、
国
家
実
行
の
一
般
的
傾
向
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

Gilbert Gidel, Le droit international public de la m
er: Le tem

ps de paix, tom
e 1 (Chateauroux: M

ellottée, 1932), pp. 
323-328.

H
all, supra note 9, p. 218.

な
お
、
乗
組
員
や
乗
客
に
よ
る
船
舶
の
乗
っ
取
り
お
よ
び
海
か
ら
陸
に
対
す
る
襲
撃
が
公
海
条
約
起
草
過
程

に
お
い
て
海
賊
行
為
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
森
田
章
夫
「
国
際
法
上
の
海
賊
行
為
に
よ
る
被
侵
害
法
益
」
柳
井
俊
二
・
村
瀬

信
也
編
『
小
松
一
郎
大
使
追
悼
：
国
際
法
の
実
践
』（
信
山
社
、
二
〇
一
五
年
）
五
三
九
─
五
五
九
頁
を
参
照
。

T
he M

agellan Pirates, 1 Sp. Ecc. &
 A

d. 81 (164 Eng. Rep. 47).
本
件
に
言
及
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
、Chen, supra 

note 21, p. 404; van Zw
anenberg, supra note 12, p. 808; D

. H
. N

. Johnson, 
“Piracy in M

odern Internatiuonal Law
,

” Transac-

（
52
）

（
53
）

（
54
）
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tions of the G
rotius Society, V

ol. 43 (1957), pp. 72, 77-79; L. C. Green, "T
he Santa M

aria: Rebels or Pirates," British Y
ear 

Book of International Law
, V

ol. 37 (1961), pp. 500-501; D
. W

. Greig, International Law
 (London: Butterw

orths), p. 258; 
O

ʼConnell, supra note 15, pp. 976-977; Constantinople, supra note 13, p. 739; Joyner, supra note 13, pp. 244-245; L. F. E. 
Goldie, "T

errorism
, Piracy and the N

yon A
greem

ents," International Law
 at a T

im
e of Perplexity: E

ssays in H
onour of 

Shabtai R
osenne, ed. Y

oram
 D

instein (D
ordrecht: M

artinus N
ijhoff Publishers, 1989), p. 236;

杉
原
・
前
掲
注
（
12
）
一
九
三
─
一

九
四
頁；
村
上
歴
造
「
海
賊
」
日
本
海
洋
協
会
『
海
洋
法
・
海
事
法
判
例
研
究
』
第
二
号
（
一
九
九
一
年
）
一
三
三
─
一
三
六
頁；

林
・
前
掲
注

（
10
）
一
一
四
頁；

森
田
・
前
掲
注
（
12
）
四
六
─
四
七
頁；

森
田
・
前
掲
注
（
10
）
一
一
頁；

川
上
・
前
掲
注
（
12
）
二
〇
─
二
二
頁
。

T
he M

agellan Pirates, supra note 54, pp. 85-86.
Ibid., p. 83

［
傍
点
と
傍
線
は
引
用
者
］.

Ibid., pp. 83-84.
Ibid., p. 86

［
傍
点
と
傍
線
は
引
用
者
］.

Ibid., pp. 86-87.

ル
シ
ン
ト
ン
裁
判
官
は
、
本
件
行
為
が
公
海
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
（
他
方
、
あ
る
船
舶
が

他
の
船
舶
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
何
の
検
討
も
し
て
い
な
い
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ル
シ
ン
ト
ン
裁
判
官
は
、

港
内
で
船
舶
を
奪
取
し
た
の
と
同
じ
者
た
ち
が
そ
れ
を
公
海
上
に
ま
で
航
行
さ
せ
た
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
行
為
が
海
賊
行
為
で
あ
っ
た
と
結
論

し
た
（
判
旨
④
）。
こ
の
判
示
事
項
は
、
一
九
八
五
年
の
ア
キ
レ
・
ラ
ウ
ロ
号
（the A

chille Lauro

）
事
件
─
─
ア
キ
レ
・
ラ
ウ
ロ
号
は
エ
ジ

プ
ト
沿
岸
沖
約
一
〇
カ
イ
リ
の
海
域
（
つ
ま
り
エ
ジ
プ
ト
領
海
内
）
で
乗
っ
取
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
（
酒
井
啓
亘
「
ア
キ
レ
・
ラ
ウ
ロ
号
事
件
と

海
上
テ
ロ
行
為
の
規
制
」
栗
林
忠
男
・
杉
原
高
嶺
『
海
洋
法
の
主
要
事
例
と
そ
の
影
響
（
現
代
海
洋
法
の
潮
流
第
二
巻
）』（
有
信
堂
、
二
〇
〇
七

年
）
一
三
四
頁
）
─
─
が
海
賊
行
為
に
該
当
し
得
る
と
主
張
さ
れ
る
場
合
に
依
拠
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。E.g., Gerald P. M

cGinley, "T
he 

A
chille Lauro Case: A

 Case Study in Crisis Law
, Policy and M

anagem
ent," in M

. Bassiouni, ed., Legal R
esponses to Inter-

national T
errorism

, U
. S. Procedural A

spects (D
ordrecht: M

artinus N
ijhoff Publishers, 1988), p. 329;

村
上
・
前
掲
注
（
12
）

（「
ア
キ
レ
・
ラ
ウ
ロ
号
事
件
」）
二
三
─
二
四
頁
。

E.g., Chen, supra note 21, p. 404;

林
・
前
掲
注
（
10
）
一
一
四
頁；

森
田
・
前
掲
注
（
12
）
四
六
頁；

川
上
・
前
掲
注
（
12
）
二
一
頁
。

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）
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Fish to Bassett, supra note 20, pp. 1085-1086.
Chen, supra note 21, p. 402.
Lauterpacht, supra note 13, p. 297.
Fish to Basset, supra note 20, p. 1085.
Ibid., pp. 1085-1086.

本
件
に
言
及
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
、Lauterpacht, supra note 13, p. 298; Colom

bos, supra note 13, p. 388; 
O

ʼConnell, supra note 15, p. 975; Constantinople, supra note 13, p. 740;

菅
野
・
前
掲
注
（
5
）
七
〇
─
七
一
頁
。

一
八
六
九
年
の
九
月
革
命
か
ら
一
八
七
四
年
の
王
政
復
古
に
至
る
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
関
哲
行
・
立
石
博
高
・
中
塚
次
郎
『
世

界
歴
史
大
系
ス
ペ
イ
ン
史
2
：
近
現
代
・
地
域
か
ら
の
視
座
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
四
一
─
五
四
頁；

H
erbert A

rthur Sm
ith, 

G
reat Britain and the Law

 of N
ations: A

 Selection of D
ocum

ents Illustrating the V
iew

s of the G
overnm

ent in the U
nited 

K
ingdom

 upon M
atters of International Law

, V
ol. 1, States (London: P. S. K

ing &
 Son, Ltd., 1932), pp. 197-206; Lauterpacht, 

supra note 13, pp. 120-121

を
参
照
。

Lauterpacht, supra note 13, p. 120.

カ
ル
ロ
ス
は
、
イ
サ
ベ
ル
二
世
の
父
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
（
在
位
一
八
一
三
年
〜
一
八
三
三
年
）
の
弟
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
は
、

一
八
二
九
年
、
一
八
世
紀
初
め
の
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
成
立
時
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
女
子
王
位
継
承
権
を
復
活
さ
せ
る
国
王
勅
諚
を
発
布
し
た
。
一
八

三
二
年
に
病
状
が
悪
化
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
は
、
王
弟
カ
ル
ロ
ス
派
の
圧
力
を
前
に
国
王
勅
諚
の
廃
止
を
い
っ
た
ん
は
強
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
後

病
状
を
持
ち
直
し
て
勅
諚
廃
止
を
撤
回
し
た
。
一
八
三
三
年
九
月
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
没
す
る
と
、
国
王
勅
諚
に
従
い
三
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

イ
サ
ベ
ル
が
イ
サ
ベ
ル
二
世
と
し
て
即
位
し
た
。
カ
ル
ロ
ス
支
持
派
（
カ
ル
リ
ス
タ
）
は
、
そ
の
後
数
次
に
わ
た
っ
て
武
装
蜂
起
を
起
こ
し
、
こ

れ
ら
の
武
装
蜂
起
は
「
カ
ル
リ
ス
タ
戦
争
」
と
呼
ば
れ
る
。
関
・
立
石
・
中
塚
・
前
掲
注
（
68
）
一
二
─
一
三
、
一
五
、
五
三
頁
。

関
・
立
石
・
中
塚
・
前
掲
注
（
68
）
四
九
─
五
〇
頁
。

Sm
ith, supra note 68, p. 201.

Charles Calvo, Le droit international théorique et pratique: Précédé dʼun exposé historique des progrès de la science du 
droit des gens, 4e éd., tom

e 1 (Paris: Guillaum
in, 1888), p. 584.

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）

（
67
）

（
68
）

（
69
）

（
70
）

（
71
）

（
72
）

（
73
）
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Lauterpacht, supra note 13, p. 121.
D

acdonell to Granville, 22 July 1873, Inclosure, in N
o. 15, D

ecree, in Parliam
entary Papers, Spain, N

o. 2 (1874), C. 918, 
Correspondence respecting the Proceedings of H

er M
ajestyʼs Ships of W

ar on the South-E
ast Coast of Spain, pp. 5-6.

Consul W
ilkinson to Earl Granville, 1 A

ugust 1873, in Parliam
entary Papers, supra note 75, pp. 14-15; Captain W

ard 
to V

ice-A
dm

iral Sir H
. Y

elverton, 4 A
ugust 1873, in ibid., pp. 18-19; V

ice-A
dm

iral Sir H
. Y

elverton to the Secretary to the 
A

dm
iralty, 2 A

ugust 1873, in ibid., pp. 20-21; Captain W
ard to V

ice-A
dm

iral Sir H
. Y

elverton, 1 A
ugust 1873, in ibid., p. 

22.

ち
な
み
に
、
一
九
〇
七
年
の
戦
時
海
軍
力
ヲ
以
テ
ス
ル
砲
撃
ニ
関
ス
ル
條
約
（
一
九
〇
七
年
ハ
ー
グ
第
九
条
約
、
明
治
四
五
年
条
約
第
九

号
）
は
、
取
立
金
の
支
払
い
を
拒
否
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
無
防
守
都
市
へ
の
海
軍
砲
撃
を
禁
ず
る
（
第
四
条
）
一
方
、「
附
近
ニ
在
ル
海
軍

ノ
目
前
ノ
需
要
ヲ
充
ス
為
必
要
ナ
ル
糧
食
又
ハ
軍
需
品
（de vivres ou dʼapprovisionnem

ents nécessaires au besoin présent de la 
force navale qui se trouve devant la localité

）
ノ
徴
発
」
の
要
求
を
拒
否
す
る
無
防
守
都
市
に
対
す
る
海
軍
砲
撃
を
認
め
て
い
る
（
第
三

条
）。T

he Secretary to the A
dm

iralty to M
r. H

am
m

ond, 26 Septem
ber 1873, in Parliam

entary Papers, supra note 75, pp. 
60-61; T

he Secretary to the A
dm

iralty to M
r. H

am
m

ond, 9 O
ctober 1873, in ibid., p. 65.

H
am

m
ond to the Secretary to the A

dm
iralty, 24 July 1873, in Parliam

entary Papers, supra note 75, p. 3

［
傍
線
引
用

者
］.

本
文
書
はCalvo, supra note 73, p. 584

に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
文
書
で
あ
る
。

Granville to A
dam

s, 11 A
ugust 1873, in Parliam

entary Papers, supra note 75, p. 16

［
傍
線
引
用
者
］.

本
文
書
はCalvo, su-

pra note 73, pp. 585-586

に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
文
書
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
文
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
政
府
か
ら
の

要
請
と
い
う
の
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
が
駐
ス
ペ
イ
ン
公
使
を
通
じ
て
英
国
政
府
に
行
っ
た
要
請
（
七
月
一
三
日
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

H
am

m
ond to the Secretary to the A

dm
iralty, 15 July 1873, in Parliam

entary Papers, supra note 75, p. 1.
V

ice-A
dm

iral Sir H
. Y

elverton to the Secretary to the A
dm

iralty, 2 A
ugust 1873, in ibid., pp. 20-21; V

ice-A
dm

iral Sir 
H

. Y
elverton to the Secretary to the A

dm
iralty, 11 A

ugust 1873, in ibid., p. 27.
M

r. H
am

m
ond to the Secretary to the A

dm
iralty, 20 A

ugust 1873, in Parliam
entary Papers, supra note 75, p. 31.

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
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）

（
79
）

（
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）
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）
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Earl Granville to M
r. M

acdonell, 19 A
ugust 1873, in Parliam

entary Papers, supra note 75, p. 30.
M

ünster to Granville, 9 A
ugust 1873, in Parliam

entary Papers, supra note 75, p. 17-18

［
傍
線
引
用
者
］.

こ
の
文
書
は
、

Calvo, supra note 73, pp. 584-585

に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

Les circulaires que le duc de Broglie adressa à son am
bassadeur et à ses consuls en Esgagne, 4 août 1873, dans Calvo, 

supra note 73, p. 586

［
傍
線
引
用
者
］.

こ
の
点
、
英
国
の
国
王
法
務
官
（J.D

. Coleridge, G. Jessel

お
よ
びJ. Parker D

eane

）
は
、
一
八
七
三
年
八
月
四
日
の
意
見
書
に
お

い
て
、
反
乱
団
体
が
使
用
し
て
い
る
船
舶
は
マ
ド
リ
ッ
ド
の
政
府
に
対
す
る
反
乱
に
従
事
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、「
そ
れ
ら
の
船
舶
を
臨

検
、
抑
留
ま
た
は
拿
捕
す
る
こ
と
を
命
令
し
ま
た
は
許
可
す
る
政
府
が
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
政
府
に
反
乱
を
起
こ
す
す
べ
て
の
人
や
団
体
に
敵
対
し

て
マ
ド
リ
ッ
ド
の
政
府
を
支
援
す
る
覚
悟
が
な
い
限
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
適
切
に
臨
検
し
、
抑
留
し
、
ま
た
は
拿
捕
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（they cannot 

properly be visited or detained or seized unless the Governm
ent w

hich orders or approves of such visit, detention or sei-
zure is prepared to support the Governm

ent at M
adrid against all persons and parties w

ho m
ay be in insurrection against 

that Governm
ent

）」
と
述
べ
た
［
傍
点
お
よ
び
傍
線
引
用
者
］。J.D

. Coleridge, G. Jessel, J. Parker D
eane, 4 A

ugust 1873, in Laut-
erpacht, supra note 13, p. 328.

こ
こ
で
は
、「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
政
府
を
支
援
す
る
覚
悟
が
な
い
限
り
」
ス
ペ
イ
ン
反
乱
団
体
の
船
舶
を
拿
捕
等

で
き
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
覚
悟
」
さ
え
あ
れ
ば
拿
捕
等
し
て
構
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
国
王
法

務
官
の
見
解
で
は
、
本
件
に
関
す
る
英
国
政
府
の
「
不
介
入
」
は
、
国
際
法
上
の
義
務
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、「
政
策
」
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。

本
件
に
言
及
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
、Lauterpacht, supra note 13, p. 208; van Zw

anenberg, supra note 12, p. 809; 
Colom

bos, supra note 13, p. 388; O
ʼConnell, supra note 15, p. 977; Goldie, supra note 54, p. 232; Constantinople, supra note 13, 

p. 740; Brow
nlie, supra note 19, p. 231;

森
田
・
前
掲
注
（
12
）
四
六
頁；

森
田
・
前
掲
注
（
10
）
二
〇
頁；

菅
野
・
前
掲
注
（
5
）
七
一

─
七
三
頁；

川
上
・
前
掲
注
（
12
）
二
二
─
二
四
頁
。

Graham
 to D

erby, 12 M
ay 1877, in Parliam

entary Papers, Peru, N
o. 1 (1877), C. 1833, Correspondence relating to the 

E
ngagem

ent betw
een H

er M
ajestyʼs Ships 

“Shah

” and 

“Am
ethyst

”  and the 
“Huascar

” , pp. 1-2.

な
お
、H

uascar

号
と
ド
ン
・

ニ
コ
ラ
ス
・
ピ
エ
ロ
ラ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
マ
ク
ネ
ア
は
、「
ピ
エ
ロ
ラ
の
政
府
が
そ
れ
［H

uascar

号
］
を
自
ら
の
軍
隊
の
一
部
と
し
て
認

（
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）
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）
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め
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。Lord M

cN
air, International Law

 O
pinions, V

ol. 1 (Cam
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本
件
でH

uascar

号
が
行
っ
た
の
は
、
①
英
国
商
船
の
臨
検
・
捜
索
（
ペ
ル
ー
政
府
に
宛
て
た
公
文
書
や
ペ
ル
ー
政
府
軍
の
兵
士
の
捜
索
）、

②
英
国
商
船
に
対
す
る
ペ
ル
ー
政
府
宛
て
公
文
書
の
引
渡
し
要
求
、
③
英
国
商
船
か
ら
の
物
品
の
徴
発
（John E

lder

号
か
ら
徴
発
し
た
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
等
に
つ
い
て
は
ペ
ル
ー
通
貨
で
支
払
い
、Im

unicia

号
か
ら
挑
発
し
た
石
炭
に
つ
い
て
は
領
収
書
を
発
行
し
た
）、
④
英
国
商
船
か

ら
の
ペ
ル
ー
公
務
員
（a Peruvian officer

）
の
略
取
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
行
為
の
う
ち
、
国
家
間
の
戦
争
に
お
い
て
、
ま
た
は
交
戦
団
体
承

認
の
行
わ
れ
た
内
戦
に
お
い
て
明
ら
か
に
合
法
的
に
行
え
る
の
は
①
で
あ
る
（
中
立
国
軍
艦
を
除
く
す
べ
て
の
船
舶
に
対
す
る
臨
検
捜
索
権
）。

②
と
④
は
、
非
中
立
的
役
務
（unneutral service

）
に
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、
中
立
船
が
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
や
信
書
を
敵
国
に
向
け

て
輸
送
す
る
こ
と
を
非
中
立
的
役
務
と
い
い
、
交
戦
国
は
、
非
中
立
的
役
務
に
従
事
す
る
中
立
船
を
拿
捕
・
没
収
す
る
等
の
措
置
を
と
れ
る
。
人

の
略
取
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
一
九
〇
九
年
ロ
ン
ド
ン
宣
言
第
四
七
条
は
、
中
立
船
自
体
を
拿
捕
で
き
な
い
場
合
（
つ
ま
り
中
立
船
が
非
中
立
的

役
務
に
従
事
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
）
で
あ
っ
て
も
、「
敵
国
軍
に
編
入
さ
れ
た
人
員
」
は
そ
れ
を
略
取
し
、
捕
虜
と
し
て
抑
留
で

き
る
と
定
め
る
。H

uascar
号
が
略
取
し
た"a Peruvian officer"

が
ど
の
よ
う
な
地
位
の
者
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
②
や
④
の
よ

う
な
行
為
が
戦
争
法
上
明
白
に
違
法
な
行
為
だ
っ
た
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
、
③
は
、
通
常
は
占
領
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
徴
発

（requisition

）
を
公
海
上
の
船
舶
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
占
領
地
に
お
い
て
行
う
徴
発
の
場
合
、
占
領
軍
の
需
要
の
た
め
に

行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
徴
発
の
対
象
と
な
る
住
民
の
資
力
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
占
領
地
の
指
揮
官
の
許
可
に
基
づ
い
て
行
う
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、「
成
ル
ヘ
ク
即
金
ニ
テ
支
払
ヒ
、
然
ラ
サ
レ
ハ
領
収
書
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
証
明
ス
ヘ
ク
、
且
成
ル
ヘ
ク
速
ニ
之
ニ
対
ス

ル
金
額
ノ
支
払
ヲ
履
行
ス
ヘ
キ
」（
一
九
〇
七
年
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
第
五
二
条
）
こ
と
を
条
件
に
合
法
と
さ
れ
る
。
本
件
に
お
い
て
、John 

E
lder

号
に
対
し
て
は
即
金
で
支
払
い
が
な
さ
れ
、Im

uncia

号
に
対
し
て
は
領
収
証
が
発
行
さ
れ
た
。
海
上
の
船
舶
に
対
し
て
徴
発
を
行
え
る

か
ど
う
か
は
、
戦
争
法
に
関
す
る
著
書
を
見
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
論
点
で
あ
り
、H

uascar

号
の
行
っ
た
③
の
よ
う
な
行
為
が
仮
に
戦
争
法

を
適
用
し
た
場
合
に
合
法
と
さ
れ
る
行
為
だ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
軍
の
需
要
の
た
め
対
価
を
支
払
う
（
少
な
く
と
も
領
収
書
を

発
行
し
、
後
日
支
払
い
を
行
う
）
こ
と
を
条
件
に
現
品
を
徴
発
す
る
こ
と
が
反
乱
の
遂
行
と
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

本
件
で
は
、
当
時
の
戦
争
法
を
仮
に
適
用
し
た
場
合
に
合
法
と
な
る
行
為
だ
っ
た
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
、
明
ら
か
に

戦
争
法
上
の
措
置
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
行
為
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
件
で
は
、
反
乱
の
遂
行
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
行
為
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ド
・
ホ
ー
シ
ー
海
軍
少
将
や
国
王
法
務
官
がH

usasar
号
の
行
っ
た
行
為
を
海
賊
行
為
だ
と
し
な
か
っ
た
理
由
は
、

そ
の
点
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
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